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3大学の学長からのメッセージ
21世紀の知識基盤社会が求める人材

オルタナティブを探せ！！

人間性を磨く

平成26年度に完成した教養教育共同化施設「稲盛記念会館」において、京都にある文系・理工学系・医学系の異なる個性
の３大学の学生が、同じ授業を受講できるようになりました。この国立大学と公立大学が協働してカリキュラムの多様性と柔
軟性を広げる試みは全国的にも初めてのもので、我が国はもとより世界に貢献しうる、まさに21世紀の知識基盤社会が求め
る人材を育成できるものと確信しています。
現代社会は、大量消費社会がもたらした資源の枯渇、地球的規模の環境悪化、経済社会のグローバル化、頻発するテロや
増え続ける難民など深刻な諸問題に直面しています。一方、日本国内においても急速に進む少子高齢化、格差の拡大などを
背景として、私たちは様々な社会問題を抱えています。
このような状況下において大学は、すべての学生に自らが専攻する専門分野とは別に人文・社会・自然にわたる幅広く普遍
的な知を学習させ、倫理観や歴史観、国際的な視野を持たせる責務があります。
このことから本学では、人間形成に必要な教養を涵養し、科学技術と人間性との調和・融合を図ることができる広い視
野と感性を備えた高度専門技術者を育成するための教育を実施してきました。今後も地域コミュニティの中核的存在として、
様々な課題を解決することができる人材を輩出することが求められており、それに応える教育を実施していきます。

オルタナティブ(alternative)という言葉があります。辞書的には「二者択一の」「代替案」といった意味合いですが、ある一
つの事柄に対して、それに代わるものという意味で、「選択肢は一つではない、別の可能性がある」といった使い方もできる語
だと思います。教養という概念には、幅広い知識や柔軟な思考を培うことによって、物事を多面的にとらえ、様々な可能性を
柔軟に探っていく方向性が含まれていると考えます。物事が進む過程で様々な問題が生じている時、有力と思われる解決策
が提起された時でも、なお「他に道はないのか？」「別の可能性もあるのでは？」「オルタナティブを探せ！」という発想が大事
だと思います。
「将来を予測することが困難な時代」、「正解の無い時代」と言われる現代においては、この「オルタナティブはないの
か？」という問いがとりわけ大切です。一つの処方箋に満足することなく、“創造は総合から生まれる”ものでもあることを忘
れないようにしてほしいと思います。
３大学共同の教養教育もスタートから５年、学生諸君の自発的な取組の成果が、オルナタティブの輪郭を次第にクリアにし
つつあるように思います。

「少子高齢化社会」という言葉が出現した平成から、新しい時代へと時は移ろい、「少子高齢化社会」は既に「少子超高
齢社会」となっています。さらに今後は、「少子超高齢多死社会」を迎えますが、どんなに子どもの数が減り、高齢者が増えて
も、医療に携わる者は社会になくてはならない存在であり続けます。
医療行為の中で、ある部分はＡＩが担った方が確実で安全な場合も出てくるでしょう。もしそのようなことが起きたとして
も、近未来には、病院だけではなく、地域に根付いた、医療・保健・福祉・介護などが一体となった対応が必要になってきま
す。
このような社会にあっては、医療従事者としての専門能力以上に各個人に求められるのが人間性です。「医術」＝「仁術」で
す。大学では専門の知識や技能はもちろんですが、人間性を磨くことが不可欠です。
幸いなことに、教養教育の共同化が既に軌道に乗っていますので、京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学
の学生諸君は、居ながらにして様々な分野の科目を、自分の大学以外の雰囲気も含め学ぶことができます。
この全国に先行した優れたシステムで学ぶことによって、社会を支える優れた人材が育つことを期待しています。

京都工芸繊維大学　学長　森迫　清貴

京都府立大学　学長　築山　崇

京都府立医科大学 学長　竹中　洋
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学生のみなさんへ

はじめに

京都三大学教養教育研究・推進機構

　京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学の京都三大学は平成26年度より、それぞれの教育理
念を基本にしながら京都北山地域の特性を生かして協同することによって、飛躍的に充実した教養教育プログ
ラムを実施することにしました。これは、それまで10年来、3大学が連携して教育や研究を充実・強化するために
進めてきた検討を踏まえ、京都府と文部科学省の支援を得て実現することになったものです。
　共同化する教養（リベラル・アーツ）教育では、科目群を拡充して選択の幅を広げ、学生のみなさんの多様な関
心・学修要求に応えるように工夫しています。学生のみなさんには、様々な角度から総合的に物事を観察し的確
に判断できる力や人としての豊かな感性を培うよう求めます。また、共同化によって専門や将来の志望の異なる
学生同士や教員との交流を図ることができる条件を勉学や学生生活に活かし、下鴨・北山地域における新しい
学生のライフスタイル、大学像が構築されることを期待しています。

Ⅰ．目指すもの
　我が国の大学における教養教育は、戦後新制大学の発足以来一貫して、専門教育と並ぶ不可欠のものとして
位置づけられてきました。しかしその在り方、システムや評価は時代によって変化し、社会からの要請や学生の
受け止め方によって、ときには充実が求められ、また一方では形骸化を指摘されることもありました。現在の私た
ちは、経済のグローバル化による産業の空洞化、経済・社会の不透明・不安定化、少子高齢化、災害の巨大化、
将来のエネルギー問題など様々な課題に直面し、ときには閉塞感を抱くこともあります。このような今の時代
に、社会からは、眼前の利害や身の周りの空気のみで判断・行動するのでなく、主体的に考え行動し、多様な人々
と連携・協同する豊かな感受性と高い倫理観を身につけることが求められています。私たちがとりくむ教養教育
は、学生の皆さんが、高度な専門知識だけではなく学術の幅広い基礎的素養と科学的に思考する力を修得し、
それらを基礎にして、文化や立場を異にする様々な人々と対話し議論する力や、書き、表現する力を育むことを目
指します。
　このような認識を踏まえ、京都三大学の共同化教養教育においては、第一に、時代が求める教養教育の課題
を以下の3点に整理し、各授業科目に反映させます。
　　　
A. 人文・社会・自然諸分野の学術体系を俯瞰しながらこれらの基礎を幅広く学習し、学術への高い関心を育て

ること。
現代社会を生きていく市民として、諸科学の基礎的知識を幅広く修得することが求められる。大学受験に偏重し
た教育等の影響による修得知識の偏りを改善することも望まれる。しかし、限られた時間で修得できる知識は
多くない。諸学問体系のそれぞれがもつ特有の視点に接することによって、関心・好奇心を醸成する。

B. 世界の人々の多様な生き方を感受し、人としての豊かな感性や倫理観を拡張すること。
世界の多様な地域における人々の生活、歴史の様々な時代における人々の経験や思想など、社会における人の
生き方、感じ方に触れ、それらを自己に投影することによって自らの生き方を思考し省察しながら、豊かな人間
性と倫理観を培う。歴史、社会、文化、芸術等を通して、人としての価値を考察し形成する。
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C. 日々社会に生起する種々の問題において、真理や正義を探求する議論に習熟すること。
日々生起する諸問題の多くは、必ずしも解が単一ではない。立場、経験、志向などの異なる多様な者が解を求
め、何が正しく何が真実か、何を目指すべきかなどを議論し解決に向かう試みを通して、読み書き等のスキルを
研鑽しながら、批判的検討や討論を遂行する力を養い、人とかかわるコミュニケーション力の向上を図る。

第二として、このような基本的な目的に加えて、京都三大学としての特徴を活かした教育を実現します。

１．共同化科目の各教室では、将来の専門分野が異なる京都三大学の学生が混在して受講することによっ
て、学修歴や志向の違いを越えた多面的な視点による学修や討論を実現します。また、上記課題Cに狙い
をおいた少人数の「リベラルアーツ・ゼミナール」を設けます。

２．伝統文化、芸術、街づくり、市民生活、地場産業やさらに自然環境など、京都に歴史的に生きている諸財
産やその現代における展開をとりあげ、京都という地の特色を諸側面から学びます。そして、この地域の
なりわいの理解を通して、これからの地域・街・生活・文化のあるべき姿を検討します。

　　　　　
Ⅱ．実施の方針
　京都三大学の共同化教養教育を運営していく組織として「京都三大学教養教育研究・推進機構」が設置され
ています。本機構のもとで、3大学それぞれから共同化に相応しい授業科目が提供され、また機構独自で工夫さ
れた特色ある科目が提供されます。これらの科目はすべて3大学の正規の授業科目として学生の自主的な選択
に供されます。
　提供される授業科目は、それぞれ上記の目的に沿って、A．幅広い基礎的知識の修得、B．多様な人間世界の
事象に触れ人々の生き方を感受し思考する、C．真理と正義に係る多面的な議論や論考に習熟する、の3つの性
格があり、各授業が主としてどの性格をもつものかを示して、学生のみなさんの履修に供されます。みなさんには
人文・社会・自然の3分野と共に、これらの性格で分けられた科目をバランスよく履修することが望まれます。そ
こではまた、これまでの学修歴による修得知識の偏りや狭さを改善することも期待されます。
　なお、平成29年度から上回生対象の科目も増やし、学士課程を通じた教養教育の充実を図っています。

　教養教育のカリキュラム、授業のテーマ、内容や方法は固定的なものではなく、学修状況や授業の成果、みな
さんからの要望等によって、常に改善・開発を図っていくものです。このため機構には「リベラルアーツセンター」
と「教育ＩＲセンター」の二つのセンターを設置し、カリキュラム等の改善・開発や学修の質評価等に係る調査・
検討に取り組みます。これらの検討は、専ら教員の側のみで行うものではなく、みなさんの積極的な参加・協
力が望まれます。学生のみなさんと教職員の協働によって、新しい豊かな学修フィールドの形成を図っていきま
す。
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１　単　位
共同化科目は、各大学の正規科目であり、修得した場合の単位は、各大学の規定に則り付与されます。

２　授業日
下表のとおり、原則として月曜日に開講されます。月曜日が休祭日に伴う他の曜日への振替もありますので、注
意してください。前後期とも最終週が試験日になります。

なお、2年次以降は、共同化科目が開講される月曜日に、各大学で共同化科目以外の科目も開講されるため、所
属する大学の学部・学科・学域によっては、共同化科目の履修が難しくなる場合もありますので、計画的な履修
を行ってください。

前
　 

期

２０１９年
４月：８日、１５日、２２日
５月：１３日、２０日、２７日
６月：３日、１０日、１７日、２４日
７月：１日、８日、１７日（水）、２２日、
　　　２９日
８月：５日（試験日）

後 

　
期

９月：３０日
１０月：７日、２１日、２８日
１１月：６日（水）、１１日、１８日、２５日
１２月：２日、９日、１６日、２３日

２０２０年
１月：６日、２０日、２７日
２月：３日（試験日）

３　授業時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以下の開講時限（コース）により行われます。（各授業科目の開講時限（コース）は、巻末の時間割を参照のこと。）

時限（コース） １ ２ ３ ４ ５
時間 8:50 ～ 10:20 10:30 ～ 12:00 12:50 ～ 14:20 14:30 ～ 16:00 16:10 ～ 17:40

４　開講場所について
共同化科目は、原則として府立大学下鴨キャンパス敷地内の教養教育共同化施設「稲盛記念会館」にて開講
されます。

５　履修の手続き
６～７頁の「2019年度 授業科目の履修定員」などを参照の上、各大学において必要な履修登録の手続きを行っ
てください。

６　試　験
定期試験は、上記２に掲げた「試験日」に、それぞれ授業の時間割どおり実施します。試験に関して必要なこと
は、試験の前に別途お知らせします。

７　休講基準
共同化科目の授業について、暴風警報等が発令された場合など次のいずれかの一つに該当する場合は授業を
休講とします。
①　京都市又は京都市を含む地域に気象等に関する特別警報又は暴風警報が発令された場合
②　京都市営バス及び地下鉄が全面停止の場合
③　ＪＲ西日本（京都駅発着の在来線（※））、阪急電鉄（梅田－河原町間）、京阪電鉄（淀屋橋又は中之島－

出町柳間）及び近鉄（大和西大寺－京都間）の４交通機関のうち３以上の運行が停止の場合
④　その他京都三大学教養教育研究・推進機構運営委員長が必要と認めた場合

※　京都駅発着の在来線とは、京都線及び神戸線の一部（神戸・京都間）、琵琶湖線（米原・京都間）、湖西
線の一部（近江今津・京都間）、嵯峨野線（園部・京都間）並びに奈良線及び関西本線の一部（奈良・京都
間）のいずれかをいいます。

　警報の解除又は交通機関の運行再開（以下「解除等」という。）に伴う授業の取扱いは次のとおりです。
①　午前　６時３０分までに解除等となった場合・・・平常どおり授業を実施
②　午前１０時３０分までに解除等となった場合・・・午後の授業を実施

休講及び授業実施のお知らせは、各大学からそれぞれの連絡方法によりお知らせします。

上記の基準は、共同化科目に適用されるものであり、各大学で開講される授業の休講基準は、大学ごとに異なる
点がありますので、各大学の基準に従ってください。

共同化科目の履修について

共同化科目とは
京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学の各大学が教養科目を相互に提供し、提供された
すべての科目を各大学が自大学の科目としている科目群です。
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2019年度 共同化科目一覧

科　目　群 科　　目　　名 担当教員 開講
期

授業目的区分
A B C

人
間
と
文
化
（
29
科
目
）

人間と歴史

哲　学 工・伊藤 徹 後 ○ ○
比較宗教学 工・長岡 徹郎 前 ◎ ○
宗教と文化 医・田中 純子 後 ○ ○
日本史 工・鬼頭 尚義 前 ○
東西文化交流史 工・齊藤 茂雄 後 ◎ ○
アジアの歴史と文化 府・岡本 隆司 前 ○ ○
ヨーロッパの歴史と文化 府・阿部 拓児　ほか 後 ◎ ○

文化・芸術

ラテン語 医・松本 加奈子 後 ○ ○
西洋文化論 工・山下 太郎 後 ○ ○
日本文学Ⅰ 医・早川 久美子 前 ○
日本文学Ⅱ 医・早川 久美子 後 ○
日本近現代文学 工・佐藤 貴之 後 ○ ○
西洋文学論 工・山下 大吾 前 ◎ ○
文芸創作論 医・藤田 佳信 後 ○
美と芸術 工・三木 順子 前 ○ ○
日本近代精神史 工・伊藤 徹 前 ○ ○
フランス語圏の文化とジャポニスム(※2回生以上) 工・吉川 順子 前(午前) ○ ○
映画で学ぶ英語と文化(※3回生以上） 府・出口 菜摘 後(午前) ◎
映画で学ぶドイツ語と文化(※3回生以上) 府・青地 伯水 前(午前) ◎

京都学

京都の歴史Ⅰ 府・菱田 哲郎　ほか 前 ○ ○
京都の歴史Ⅱ 府・小林 啓治　ほか 後 ○ ○
京都の文学Ⅰ 府・安達 敬子 前 ○ ○
京都の文学Ⅱ 府・本井 牧子 後 ○ ○
京の意匠 工・並木 誠士 後 ○ ○ ○
英語で京都（※３回生以上） 府・山口 美知代 後 ◎ ○
資料で親しむ京都学(リベラルアーツ・ゼミナール)(※2回生以上)
（旧京都学・歴彩館ゼミ(リベラルアーツ・ゼミナール）） 機・藤本 仁文　ほか 後(午前) ○ ○

リベラルアーツ・
ゼミナール

現代イスラーム世界の文化と社会（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅥ） 機・田村 うらら 集中・夏 ◎ ○
感性の実践哲学（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅦ） 機・桑子 敏雄 集中・夏 ○ ○

科学と思想（リベラルアーツ・ゼミナール）（旧科学と思想） 工・林 哲介 後 ○ ◎
資料で親しむ京都学(リベラルアーツ・ゼミナール)(※2回生以上)
（旧京都学・歴彩館ゼミ(リベラルアーツ・ゼミナール））（再掲） 機・藤本 仁文　ほか 後(午前) ○ ○

人
間
と
社
会
（
25
科
目
）

社会科学の
基礎

人文地理学Ⅰ 医・古関 大樹 前 ◎ ○ ○
人文地理学Ⅱ 医・古関 大樹 後 ◎ ○ ○
社会学Ⅰ　　 府・井口 暁 前 ○ ○ ○
社会学Ⅱ　　 府・山本 めゆ 後 ○ ○ ○
政治学 工・竹本 知行 後 ○ ◎
国際政治 府・依田 博 前 ◎ ○ ○
経済学入門 工・人見 光太郎 後 ◎
法学 工・北村 幸也 前 ○

人間と社会

生活と経済 府・小沢 修司 後 ○ ○
心理学 工・大谷 芳夫 前 ◎
発達心理学 医・小川 恭子 集中・夏 ○ ○
現代社会と心 府・石田 正浩 後 ○ ○
現代社会とジェンダー 府・中根 成寿　ほか 前 ○ ◎ ○
現代教育論 工・塩屋 葉子 前 ○ ○
食環境をめぐる国際社会と日本α
（旧食環境をめぐる国際社会と日本） 府・宗田 好史 後 ○
環境と法 工・須田 守 後 ○

京都学

近代京都と三大学 機・宗田 好史　ほか 前 ○
京の産業技術史 工・山田 由希代 後 ○
現代京都論 府・大島 祥子 前 ○
医史学 医・八木 聖弥 後 ◎ ○
京都の経済 機・小沢 修司 後 ○

リベラルアーツ・
ゼミナール

現代社会に学ぶ問う力・書く力a・b（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅡ） 機・児玉 英明 前 ○ ◎
社会科学の学び方（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅢ） 機・児玉 英明 後 ◎ ○
世界はいま（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧アメリカと中国はいま（リベラルアーツ・ゼミナール）） 機・脇田 哲志 集中・夏 ◎ ○
経営哲学（リベラルアーツ・ゼミナール）（※２回生以上）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅨ） 機・児玉 英明 後(午前) ◎ ○

人
間
と
自
然（
25
科
目
）

自然科学の
基礎

物理学Ⅰ 府・伊藤 秋男 前 ○
化学概論Ⅰ 工・三木 定雄 前 ○
化学概論Ⅱ 工・石川 洋一 後 ○
生物学概論Ⅰ 工・疋田 努 前 ○
生物学概論Ⅱ 工・疋田 努 後 ○
生命科学講話 府・塚本 康浩　ほか 集中・夏 ○ ○
地球の科学 工・酒井 敏 後 ○ ○

科　目　群 科　　目　　名 担当教員 開講
期

授業目的区分
A B C

人
間
と
自
然
（
25
科
目
）

人間と
自然・科学

人と自然と数学α 工・峯 拓矢 前 ○ ○ ○
人と自然と数学β 工・朝田 衞 後 ○ ○
人と自然と物理学  工・萩原 亮　ほか 後 ◎ ○
生物学的人間学 医・小野 勝彦　ほか 前 ○
科学史 工・大西 琢朗 後 ○ ○
環境問題と持続可能な社会 工・山田 悦 前 ○ ○
食と健康の科学 府・東 あかね　ほか 前 ◎ ○
キャンパスヘルス概論 工・荒井 宏司 前 ○ ○ ○
時間生物学特論（※３回生以上（修士課程大学院生を含む。）） 医・八木田 和弘 集中・夏 ○ ○
エネルギー科学 工・林 康明 前 ○ ○ ○
現代科学と倫理 府・岩崎 豪人 前 ○
医学概論(※2回生以上の工繊大・府大生が対象） 医・奥田 司　ほか 後(午前) ○

京都学
京都の自然と森林 府・高原 光　ほか 前 ○
京都の農林業 府・寺林 敏　ほか 後 ○
京都の防災と府民 機・石田 昭人　ほか 後 ○ ◎

リベラルアーツ・
ゼミナール

製品の機能から科学を学ぶ（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅧ） 機・石田 昭人 後 ○ ○
意外と知らない植物の世界（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧意外と知らない植物の世界） 機・松谷 茂　ほか 後 ○ ○ ○
レーザで測る、創る、楽しむ（リベラルアーツ・ゼミナール） 機・播磨 弘 前 ○ ○

合計 79 科目

（再掲）

リベラルアーツ・
ゼミナール
（11 科目）

資料で親しむ京都学(リベラルアーツ・ゼミナール)(※2回生以上)
（旧京都学・歴彩館ゼミ(リベラルアーツ・ゼミナール）） 機・藤本 仁文　ほか 後(午前) ○ ○
科学と思想（リベラルアーツ・ゼミナール）（旧科学と思想） 工・林 哲介 後 ○ ◎
現代社会に学ぶ問う力・書く力a・b（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅡ） 機・児玉 英明 前 ○ ◎
社会科学の学び方（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅢ） 機・児玉 英明 後 ◎ ○
経営哲学（リベラルアーツ・ゼミナール）（※２回生以上）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅨ） 機・児玉 英明 後 ◎ ○
製品の機能から科学を学ぶ（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅧ） 機・石田 昭人 後 ○ ○
意外と知らない植物の世界（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧意外と知らない植物の世界） 機・松谷 茂　ほか 後 ○ ○ ○
レーザで測る、創る、楽しむ（リベラルアーツ・ゼミナール） 機・播磨 弘 前 ○ ○

集中開講

現代イスラーム世界の文化と社会（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅥ） 機・田村 うらら 集中・夏 ◎ ○
感性の実践哲学（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅦ） 機・桑子 敏雄 集中・夏 ○ ○
世界はいま（リベラルアーツ・ゼミナール）
（旧アメリカと中国はいま（リベラルアーツ・ゼミナール）） 機・脇田 哲志 集中・夏 ◎ ○

（再掲）

京　都　学
（15 科目）

京都の歴史Ⅰ 府・菱田 哲郎　ほか 前 ○ ○
京都の歴史Ⅱ 府・小林 啓治　ほか 後 ○ ○
京都の文学Ⅰ 府・安達 敬子 前 ○ ○
京都の文学Ⅱ 府・本井 牧子 後 ○ ○
京の意匠 工・並木 誠士 後 ○ ○ ○
英語で京都（※３回生以上） 府・山口 美知代 後 ◎ ○
資料で親しむ京都学(リベラルアーツ・ゼミナール)(※2回生以上)
（旧京都学・歴彩館ゼミ(リベラルアーツ・ゼミナール）） 機・藤本 仁文　ほか 後(午前) ○ ○
近代京都と三大学 機・宗田 好史　ほか 前 ○
京の産業技術史 工・山田 由希代 後 ○
現代京都論 府・大島 祥子 前 ○
医史学 医・八木 聖弥 後 ◎ ○
京都の経済 機・小沢 修司 後 ○
京都の自然と森林  府・高原 光　ほか 前 ○
京都の農林業  府・寺林 敏　ほか 後 ○
京都の防災と府民 機・石田 昭人　ほか 後 ○ ◎

（再掲）

２回生以上向け
開講

（8 科目）

フランス語圏の文化とジャポニスム(※2回生以上） 工・吉川 順子 前(午前) ○ ○
映画で学ぶ英語と文化(※3回生以上） 府・出口 菜摘 後(午前) ◎
映画で学ぶドイツ語と文化(※3回生以上） 府・青地 伯水 前(午前) ◎
英語で京都（※３回生以上） 府・山口 美知代 後 ◎ ○
資料で親しむ京都学(リベラルアーツ・ゼミナール)(※2回生以上)
（旧京都学・歴彩館ゼミ(リベラルアーツ・ゼミナール）） 機・藤本 仁文　ほか 後(午前) ○ ○
経営哲学（リベラルアーツ・ゼミナール）（※２回生以上）
（旧リベラルアーツ・ゼミナールⅨ） 機・児玉 英明 後 ◎ ○
時間生物学特論（※３回生以上（修士課程大学院生を含む。）） 医・八木田 和弘 集中・夏 ○ ○
医学概論(※2回生以上の工繊大・府大生が対象） 医・奥田 司　ほか 後(午前) ○

担当教員（それぞれの略称は、科目の提供大学・機関を示します。）
工：京都工芸繊維大学、府：京都府立大学、医：京都府立医科大学、
機：京都三大学教養教育研究・推進機構

授業目的区分（○は該当するもの、◎は特に強調するもの）
A：人文・社会・自然の諸分野の学術体系を俯瞰しながらこれらの基礎を幅広く

学習し、学術への高い関心を育てる。
B：世界の人々の多様な生き方を感受し、人としての豊かな感性や倫理観を拡張

する。　   
C：日々社会に生起する種々の問題において、真理や正義を探求する議論に習熟

する。



　共同化科目について、下表のとおり科目ごとに科目定員が定められ、各大学の定員枠も設定されています。
　履修登録は、各所属大学の日程及び手続き方法にしたがって、各所属大学で行います。希望者が多く各大学の定員枠
を超える場合には、大学ごとに抽選を行い、履修者を決定します。抽選の結果、履修できない場合もありますので、あ
らかじめご了承ください。
　なお、皆さんの履修希望がより多く実現できるよう、履修登録の状況を踏まえ、各大学の定員枠を調整したり、科目
定員を変更したりする場合があります。		
　履修登録の際には、前後に履修する授業に支障が出ないよう、また、安全に移動できるよう、共同化施設までの交通
手段や所属大学からの所要時間を十分考慮するようにしてください。
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2019年度 授業科目の履修定員

科　目　名 担当教員 科目定員 うち工繊大 うち府大 うち医大
比較宗教学 工・長岡 196 98 66 32
日本史 工・鬼頭 99 50 33 16
アジアの歴史と文化 府・岡本 99 37 50 12
日本文学Ⅰ 医・早川 99 29 20 50
西洋文学論 工・山下 大 99 50 33 16
美と芸術 工・三木 順 174 87 58 29
日本近代精神史 工・伊藤 99 50 33 16
フランス語圏の文化とジャポニスム(※２回生以上) 工・吉川 30 15 10 5
映画で学ぶドイツ語と文化 ( ※３回生以上 ) 府・青地 30 11 15 4
京都の歴史Ⅰ 府・菱田ほか 299 113 149 37
京都の文学Ⅰ 府・安達 99 37 50 12
人文地理学Ⅰ 医・古関 120 36 24 60
社会学Ⅰ 府・井口 120 45 60 15
国際政治 府・依田 99 37 50 12
法学 工・北村 99 50 33 16
心理学 工・大谷 174 87 58 29
現代社会とジェンダー 府・中根ほか 120 45 60 15
現代教育論 工・塩屋 174 87 58 29
近代京都と三大学 機構・宗田ほか 99 33 33 33
現代京都論 府・大島 196 74 98 24
現代社会に学ぶ問う力・書く力 a（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・児玉 30 10 10 10
現代社会に学ぶ問う力・書く力 b( リベラルアーツ・ゼミナール ) 機構・児玉 30 10 10 10
物理学Ⅰ 府・伊藤 120 45 60 15
化学概論Ⅰ 工・三木 99 50 33 16
生物学概論Ⅰ 工・疋田 174 87 58 29
人と自然と数学α 工・峯 120 60 40 20
生物学的人間学 医・小野ほか 204 61 41 102
環境問題と持続可能な社会 工・山田 99 50 33 16
食と健康の科学 府・東ほか 100 37 50 13
キャンパスヘルス概論 工・荒井 196 98 66 32
エネルギー科学 工・林 康 120 60 40 20
現代科学と倫理 府・岩崎 99 37 50 12
京都の自然と森林 府・高原ほか 174 65 87 22
レーザで測る、創る、楽しむ（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・播磨 30 10 10 10

◇　夏期集中開講科目の履修定員
現代イスラーム世界の文化と社会（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・田村 30 10 10 10
感性の実践哲学（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・桑子 30 10 10 10
発達心理学 医・小川 174 52 35 87
世界はいま（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・脇田 30 10 10 10
生命科学講話 府・塚本ほか 設けない（施設の定員を超えた場合は、抽選をすることがある）
時間生物学特論（※ 3 回生以上（修士課程大学院生を含む）） 医・八木田 30 9 6 15

前期 授業科目の履修定員



　担当教員欄の「工」、「府」、「医」、「機構」は、科目提供大学を示し、それぞれ京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学、
京都三大学教養教育研究・推進機構です。
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科　目　名 担当教員 科目定員 うち工繊大 うち府大 うち医大
哲学 工・伊藤 99 50 33 16
宗教と文化 医・田中 99 29 20 50
東西文化交流史 工・齊藤 174 87 58 29
ヨーロッパの歴史と文化 府・阿部ほか 174 65 87 22
ラテン語 医・松本 174 52 35 87
西洋文化論 工・山下 太 99 50 33 16
日本文学Ⅱ 医・早川 99 29 20 50
日本近現代文学 工・佐藤 174 87 58 29
文芸創作論 医・藤田 120 36 24 60
映画で学ぶ英語と文化 ( ※３回生以上 ) 府・出口 30 11 15 4
京都の歴史Ⅱ 府・小林ほか 299 113 149 37
京都の文学Ⅱ 府・本井 99 37 50 12
京の意匠 工・並木 174 87 58 29
英語で京都（※ 3 回生以上） 府・山口 30 11 15 4
資料で親しむ京都学 ( リベラルアーツ ･ ゼミナール )( ※２回生以上 ) 機構・藤本ほか 20 7 7 6
科学と思想（リベラルアーツ・ゼミナール） 工・林 哲 30 15 10 5
人文地理学Ⅱ 医・古関 99 29 20 50
社会学Ⅱ 府・山本 120 45 60 15
政治学 工・竹本 99 50 33 16
経済学入門 工・人見 120 60 40 20
生活と経済 府・小沢 99 37 50 12
現代社会と心 府・石田 196 74 98 24
食環境をめぐる国際社会と日本α 府・宗田 90 34 45 11
環境と法 工・須田 120 60 40 20
京の産業技術史 工・山田 99 50 33 16
医史学 医・八木 204 58 39 107
京都の経済 機構・小沢 120 40 40 40
社会科学の学び方（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・児玉 30 10 10 10
経営哲学 ( リベラルアーツ・ゼミナール )( ※２回生以上 ) 機構・児玉 30 10 10 10
化学概論Ⅱ 工・石川 99 50 33 16
生物学概論Ⅱ 工・疋田 99 50 33 16
地球の科学 工・酒井 174 87 58 29
人と自然と数学β 工・朝田 99 50 33 16
人と自然と物理学 工・萩原ほか 99 50 33 16
科学史 工・大西 99 50 33 16
医学概論 ( ※２回生以上の工繊大・府大生が対象 ) 医・奥田ほか 99 59 40 ー
京都の農林業 府・寺林ほか 196 74 98 24
京都の防災と府民 機構・石田ほか 99 33 33 33
製品の機能から科学を学ぶ（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・石田 30 10 10 10
意外と知らない植物の世界（リベラルアーツ・ゼミナール） 機構・松谷ほか 30 10 10 10

後期 授業科目の履修定員
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各科目概要

★「大学」欄は科目の提供大学・機関を示し、略称「工、府、医、機」は、「工」：京都工芸繊維大学、「府」：京都府立大学、   
「医」： 京都府立医科大学、「機」：京都三大学教養教育研究・推進機構　を示します。

★授業目的区分（○は該当するもの、◎は特に強調するもの）
 A：人文・社会・自然の諸分野の学術体系を俯瞰しながらこれらの基礎を幅広く学習し、学術への高い関心を育てる。
 B：世界の人々の多様な生き方を感受し、人としての豊かな感性や倫理観を拡張する。　   
 C：日々社会に生起する種々の問題において、真理や正義を探求する議論に習熟する。

【京都学の特色】
　「京都で学びたい」、「京都を学びたい」と思い、伝統のある三大学への進学を希望した学生も多いことでしょう。京都
三大学教養教育研究・推進機構では、京都の地域的、歴史的、文化的特色を生かした、「京都学」を開講します。三大
学にまたがる学問分野の広さと、各大学の専門性の強みを生かした多様な京都学が提供されます。

【リベラルアーツ・ゼミナールの特色】
　リベラルアーツ・ゼミナールは、教育目標に掲げられた「C：日々社会に生起する種々の問題において、真理や正義を探
求する議論に習熟すること」に重点を置きます。リベラルアーツ・ゼミナールでは、多様な価値観を持ち志向などが異な
る仲間と交流し、様々な問題に関心を持ち、議論する力を高めることを狙いとします。授業は、1クラス 30 名を上限に、
少人数で実施します。

■人間と文化
《人間と歴史》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

哲　学 工 伊藤　徹 後

　哲学と呼ばれた知の営みがどのようなもので
あったのか、西洋哲学の歴史を通史的に見てい
くことによって、考える。
　具体的に登場する固有名詞を挙げれば、イオ
ニア自然哲学、ディオニュソス教とピュタゴラ
ス教団、パルメニデス、ソクラテス、プラトン、
アリストテレス、アウグスティヌス、トマス・
アキナス、オッカムのウィリアム、デカルト、
カント、ニーチェ、新カント派、ディルタイ、ヴィ
トゲンシュタイン、オースティンなど。

　哲学は、そもそも「知を愛し求める」
という人間の基本的な姿勢を意味してい
ます。「愛し求めること」は、答えとい
う終結をもちません。哲学の歴史を振り
返ることによって、答えのない問いと、
それを問い続けることの重要性を学び、
現代に生きる私たち自身の在り方を振り
返る機縁としてほしいと思います。

○ ○

比較宗教学 工 長岡　徹郎 前

　宗教は人類の歴史において、生活、政治、民
族のあり方に至るまであらゆる人間的営為の精
神的根幹をなしており、科学万能の現代におい
てもその死生観や儀礼などの宗教性は人々の
日々の暮らしを支えているのみならず、民族間
の宗教的対立は絶え間のない国際紛争の温床と
もなっている。しかし私たちは宗教をどれほど
理解しているだろうか。この講義では、映像や
統計など様々な資料を交えながらわかりやすく
諸宗教を比較することを通して、宗教について
の確かな知識を持つことにより、グローバルな
宗教問題に対応する力を養うとともに、宗教理
解を深めることを目標とする。

　現代において、宗教はどのような存在
意義を持ち得るのでしょうか。多くの
日本人にとって宗教とは馴染みのないも
のかもしれませんが、初詣やお盆、クリ
スマスに至るまで宗教は無意識のうちに
我々の日常に溶け込んでいるのです。こ
の授業が皆さんにとって、宗教とどう向
き合えばよいか考え直すきっかけになる
ことを願います。

◎ ○

宗教と文化 医 田中　純子 後

　14 世紀ほぼ 60 年間続いた動乱の南北朝時代
は、社会の各層の人々を否応なく巻き込み、社
会や人々に変化をもたらし、多大な影響を及ぼ
しました。中でも新たに台頭してくる芸能の動
きとそれを担う人々、特に名前に「阿弥陀仏」
の付く「阿弥」号者の活動は、注目されます。
宗教の支配及び加護からぬけだそうとした芸能
者は、京都の新たな主人となった足利将軍との
関係を深め、更には室町時代の文化創造の一端
を担うことになります。授業では、社会の大変
革期である南北朝期と次に来る室町時代の社会
変化を検討しながら、芸能の発展及びそれを支
えた芸能者の活動について考えます。

　中世後期に花開いた室町時代の文化
は、その後、更に洗練されて現代へと継
承され、日本独自の文化とよばれるよう
になります。能然り、狂言然り、床の間
と床の間飾り然り、喫茶然り。現代社会
に息づいている日本の文化・歴史を再認
識し、中世の人々の思いに触れて、人々
の置かれていた時代を感じてほしいと思
います。

○ ○
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各科目概要

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

日本史 工 鬼頭　尚義 前

　高校までに学習してきた日本史は、主に「為
政者の歴史」である。もちろん、「為政者の歴史」
も事実であるが、それだけが真実ではない。本
講では、教科書に載っている有名な「歴史的事項」
を別の側面から迫ることで、新たな見方を提供
したいと考えている。もちろん、高校で日本史
を勉強してこなかった学生の受講も歓迎する。

　歴史＝真実だと思っている人にこそ、
受講してほしいです。「別の側面」から
眺めることで、新たな「事実」が浮かび
上がってくるかもしれませんよ。受講生
の積極的な意見、教員をある意味「困ら
せる」ような意見を待っております。

○

東西文化交流史 工 齊藤　茂雄 後

　人や物資の交流が常に盛んだったユーラシア
大陸においては、歴史上様々な文化の交流が行
われてきた。それは、工芸品や絵画のような物
質文化の場合もあれば、宗教や思想などといっ
た精神文化である場合もあり、多岐にわたる。
さらには、それらの文化の運び手たちも、様々
な経路・目的で異なる地域間を行き来した。本
講では、「異文化」同士が接触した際に起こる受
容・変容・拒絶・対立など歴史上の様々な反応を、
ユーラシア東部地域を中心としてテーマごとに
概観していく。

　外国人旅行者や外国人労働者の増加を
通じて、今後ますます「異文化」と触れ
あう機会は増えていくと思います。では
異質な文化と出会った時、人はどんな反
応を見せるのでしょうか。うまく交流で
きた例も、最悪の結末を迎えた例も、歴
史には人類の様々な経験が蓄積されてい
ます。本講では、歴史上の異文化交流の
数々を最新の研究成果も踏まえて紹介し
ます。これから否応なく国際社会に対応
しなければならなくなる皆さんの、考え
るヒントになれたら幸いです。

◎ ○

アジアの
歴史と文化

府 岡本　隆司 前

　中国の歴史は歴史学の標準モデルをなす西洋
史や日本史とは、きわだった展開の相違を示す。
われわれの常識では一概にはかりしれない現代
中国の様相をみるにも、その事情を歴史的に理
解するのは不可欠である。
その中国史のうち、14 世紀の後半に興起し、17
世紀の半ばに滅亡した明朝の時代は、現代中国そ
して日本を含む現代東アジア形成の原点をなす。 
　本講義では、日本・世界との関係・比較もま
じえながら、さまざまな視角から、14 世紀から
17 世紀までの明朝の歴史を概論し、その構造的
な理解を深め、現代の中国と東アジアに対する
展望を得る。

　明代という一つの時代を通して、中国
社会の全体について、理解を深めるこ
とをめざす。なお授業ではプリント資
料を配布し、主に歴史の流れを重点的
に講じる。暗記を求めることはしない。 
　歴史の楽しさを受講生のみなさんと分
かち合うことができればと考えている。

○ ○

ヨーロッパの
歴史と文化

府
阿部　拓児 
渡邊　伸 

川分　圭子
後

・古代から近代までの欧米世界の歴史を講義す
る。ヨーロッパだけでなく中近東やアメリカ世
界も対象とし、政治・経済・宗教・文化・社会
の諸側面を取り上げる。
・現代社会の歴史的・文化的基礎を理解すること
を目標とし、現代の諸問題を多角的に考える力
の修得をめざす。
・高校で世界史Ｂを受講しなかった学生にも学習
しやすい内容・レヴェルをめざすが、現在の日
本人による研究がどの程度進められているかな
どについても論及する。

　ヨーロッパの歴史と文化は、現代世界
を理解する上で不可欠の知識です。また、
数十年、百年、数百年といった時間がた
つと社会やものの考え方はどのように変
わるのかという長い時間の感覚を持つこ
とも、生きていく上でとても大切です。
今の日本の価値観を絶対のものとせず、
昔や他の地域の価値観を理解し将来をも
見越す力を持つためにも、歴史を学びま
しょう。

◎ ○

《文化・芸術》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

ラテン語 医 松本 加奈子 後

　ラテン語の初歩を学びます。古典語ではあり
ますが、現在でも a.m.( 午前 ) や p.s.( 追伸 ) と
いった略語、自動車などの機械類の製品名で目
にしている語も少なくないでしょうし、何より
も、ヨーロッパ諸言語のルーツを知ることで、
英語を初めとする西欧諸言語の習得に役立つだ
けではなく、アルファベットの羅列に見えてい
た既習の英単語までもが深みと広がりをもって
見えてくる興味深い言語です。
　ほぼ全員が初めて学ぶ言語ですので、基礎か
ら学んでいく予定ですが、文法や語彙の単なる
丸暗記ではなく、長い時を経て人々が培ってき
た文化の一つとして言語の成り立ちを鑑賞する
ことで、言葉そのものに対する興味と知識を増
すきっかけとなればと思います。

　医学、薬学、化学元素、植物名、美
術、宗教、文学 etc. ( ちなみに etc. も
ラテン語です ) と、理系文系を問わず
様々な学術用語の基礎であるラテン語
を、様々な専攻分野の皆さんが集まって
学習できる機会を楽しみにしています。 

○ ○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

西洋文化論 工 山下　太郎 後

　古今東西という言葉がある。我々は東洋の今
を生きている。そんな我々にとって一番なじみ
の少ないのが西洋の古典文化ではないだろうか。
当時の人間が残した言葉は、今も欧米人の心の
琴線に触れる価値を持つ。では、我々はどう感じ、
どう思うだろう。異文化はおのが文化を照らし
出す鏡である。
　西洋古典文化を代表する名言を手がかりにし
て、今を生きる我々にとって価値ある指針とは
何かを探りたい。

　予備知識は前提としない。強いて言え
ばギリシア神話に関心があればと願う。
心の目を大きく開けて、ピンとくる「何
か」との出会いを楽しみにして欲しい。

○ ○

日本文学Ⅰ 医 早川 久美子 前

　日本文学は、様々な内容を多様な表現方法を
駆使して創作されている。この講義では、〈 女
主人公 〉の「祈り」、「執心」、「怪異」をキーワー
ドにして考えてゆく。取り上げる作品は、各時
代の、いろいろなジャンル（説話・王朝物語・
説経・演劇・浮世草子・読本・芸能）から選ぶ。
作中人物の行為としての「祈り」は、我々にとっ
ても「現実」（実際に体験できるのだという感覚）
を見出しやすい。「執心」や「怪異」は、本来は
忌避されるべきものであるが、やはりそこにも

「現実」を感じとってしまうであろう。実際にテ
キストを音読し、あるいは関連する他の作品と
比較することによって、作品の価値を吟味しつ
つ、そのような「現実」を享受することを目的
としたい。

　作者に興味を持ち、繰り返し音読して
ゆけば、とっつきにくい古典文学も、次
第に「わかる」ようになってきます。兼
好法師は、『徒然草』第 13 段で、「ひと
り燈のもとに文をひろげて、見ぬ世の人
を友とするぞ、こよなうなぐさむわざな
る。」 と述べています。私たちも古人のこ
ころにふれつつ、作品を享受できればと
考えています。

○

日本文学Ⅱ 医 早川 久美子 後

　日本文学は、様々な内容を多様な表現方法を
駆使して創作されている。この講義では、〈 男
主人公 〉の「祈り」、「執心」、「怪異」をキーワー
ドにして考えてゆく。取り上げる作品は、各時
代の、いろいろなジャンル（説話・王朝物語・
軍記物語・演劇・浮世草子・読本・芸能）から
選ぶこととする。作中人物の行為としての「祈
り」は、現代に生きる我々にとっても「現実」（実
際に体験できるのだという感覚）を見出しやす
い。「執心」や「怪異」は、本来は忌避されるべ
きものであるが、やはりそこにも「現実」を感
じとってしまうであろう。実際にテキストを音
読し、あるいは関連する他の作品と比較するこ
とによって、作品の価値を吟味しつつ、そのよ
うな「現実」を享受することを目的としたい。

　作者に興味を持ち、繰り返し音読して
ゆけば、古典文学も「わかる」ようになっ
てきます。手塚治虫は、「君たち、漫画
から漫画の勉強するのはやめなさい。一
流の映画をみろ、一流の音楽を聞け、一
流の芝居を見ろ、一流の本を読め。そし
て、それから自分の世界を作れ。」と述
べています。私たちも一流の作品を学ん
でゆきましょう。

○

日本近現代文学 工 佐藤　貴之 後

　「文学」というと真面目で堅苦しく、重厚なイ
メージがつきまとう。しかし実は歴史上、文学
には人を愉快に笑わせる滑稽の要素や、社会の
諸問題を笑い飛ばす風刺の要素が多く含まれて
きた。
　本講義では、日本の近現代作家の作品を通し
て、文学と〈笑い〉について考えてみたい。作
家たちは文学を通して、どのような〈笑い〉を
読者に与えようとしたのか。そこには当時の社
会や文学の風潮も関係している。
　具体的には明治の文学作品からはじめて二葉
亭四迷・夏目漱石・井伏鱒二らの小説を取り上
げながら、〈笑い〉についての西洋の理論も適宜
紹介する予定である。それらを通して、現代の
我々が生きる上で〈笑い〉がもちうる多様な意
義について考えたい。

　〈笑い〉といっても、テレビや舞台で
目にするいわゆる「お笑い」に限らず、
文学においては、ユーモア・風刺・ナン
センス・パロディなど、様々な手法や方
向性が考えられます。
　先人の考え方、実際の苦労や失敗にも
触れながら、〈笑い〉という概念の広大
さと、文学を読む上での多様な可能性を
感じてほしいと思います。

○ ○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

西洋文学論 工 山下　大吾 前

　ホメーロスの『イーリアス』『オデュッセイア』
という二大叙事詩に端を発するヨーロッパ文学。
それは今日まで、その最高の模範に戦いを挑む
かの様に、各時代各地域の様相を彩り、映し出
しながらも、同時に普遍的価値をも併せ持つ古
典的な作品を数多く生み出しており、21 世紀の
現代日本に生きる我々をも魅了してやまない。
　本講義では、ギリシア・ラテンの西洋古典に
由来する汎ヨーロッパ的な統一性、並びに聖書
に基づくテーマに留意しつつ、その主要作品の
内容、およびそれらに備わる特徴や創造的側面
を概観する。合わせて漱石や鷗外、二葉亭など、
我が国の文豪の残した作品や批評、翻訳などに
見られるヨーロッパ文学に関する言葉を手掛か
りとした紹介を試みたい。

　西洋各国の文学作品を根底から支えて
いる philology「ことばに対する愛」は、
洋の東西を越え、人間の有する本源的な
力と言ってよいでしょう。その力を皆さ
んと共有し、再確認する場になればと考
えています。意欲的な学生の参加を期待
しています。

◎ ○

文芸創作論 医 藤田　佳信 後

　講義に参加し文芸作業（読む＆書く）をしなが
ら、１）問題意識・方法意識を高め、２）創作態
度と技法を身につけ、３）自分自身の思いを主
体的に表現し、４）他者に向かって発信します。 
４）の目的は、自分が何を表現したのか確認する
ためです。ひとに見てもらい評価してもらって初
めて、自分が何を表現したのか確認できます。
　最終目標として、オリジナルな作品３編（聞き
書きエッセイ・紀行文・読書感想文）を創作し提
出します。

　近代日本の文芸について学びながら、
読む＆書くの文芸作業をします。色々な
文章を読み、「書く」のに何が大切なの
か考え、受講生自身の思い（考え・意見）
を、他者に向かって発信する創作態度と
技法を身につけます。自己の思いを積極
的に表現しましょう！

○

美と芸術 工 三木　順子 前

　Art という語は、「芸術」とも「美術」とも訳
される。このことからもわかるように、一般に
美と芸術は深い結びつきをもつものとみなされ
てきた。だが今日、美と芸術は、必ずしも相互
に関連するものではなくなっている。
　この講義では、もはや「美しい」という形容
詞では説明できなくなった芸術の諸相を明るみ
にだすとともに、芸術と乖離した美が、今日、
どのような場でどのような意義と課題をもって
現象しているのかについて考察する。

　私たちは、展覧会やコンサートを自由
に選び、好きなようにアートを楽しんで
います。しかし、このような気ままな芸
術体験の次元から一歩踏み出し、より根
本的に、なぜ人間は美や芸術を必要とす
るのかに目を向けるとき、芸術は、たん
なる趣味の対象ではなく、学問の対象と
して、新しい姿で立ち現れてくることに
なるでしょう。

○ ○

日本近代精神史 工 伊藤　徹 前

　人間は、世界と自己に関するイメージを組み
立て、それに即して生きていく。人間の支えと
なるこのイメージは、歴史とともに変動し、と
きとして壊滅的な崩壊さえ経験する。明治維新
以降近代化の歴史を歩んだ日本人の精神生活の
なかに刻まれたそうした変動と崩壊の軌跡を、
芸術家や知識人が残した作品やテクストから読
み解く。具体的に扱う対象としては、高橋由一、
岸田劉生、岡倉天心、浅井忠、岡本太郎、寺山
修司などを考えている。

　近代化は、人間のあり方を大きく変え
たものであり、その変化は現代に生き
る私たちの思考や感情にまで繫がってい
る。夏目漱石は、「片付かない」という
言葉でこうした運動を性格づけたが、「終
わりのない」近代を考えることは、私た
ち自身の生を顧みることでもある。本講
義では、美術作品や文学などを通して、
人間存在の基盤の反省に向かう生きた思
想の息遣いを感じ取ってもらいたい。

○ ○

フランス語圏の
文化と

ジャポニスム 
（2 回生以上）

工 吉川　順子

前
（
午
前
）

　日本とヨーロッパの交流は宣教師が渡来した
16 世紀に始まり、鎖国を経て、本格的には 19
世紀半ばに日本が開国したことによって急速に
発展した。とりわけフランスを中心に欧米諸国
で「ジャポニスム」という日本文化の影響を受
けた芸術運動が巻き起こり、美術・音楽・文学
など様々な分野に広がった。本講義ではこのジャ
ポニスムの多彩な事例を具体的に分析しながら
学ぶ。また、その背景にあったフランス語圏の
文化や言語に関する知識も身につけ、日本の文
化の特徴や価値も振り返る。
 
※ 2 回生以上を対象

　ジャポニスムを学びながら、現代の私
たちにも通じる、自国の伝統と異文化
摂取の間に生まれる新たな文化の豊かさ
や、異文化交流のあり方、異文化接触に
まつわる諸問題についても考察を深めま
しょう。また、個々の関心に基づき、日
本の様々な文化が世界でどのように知ら
れてきたか、今どのように理解されてい
るかも調べてみましょう。

○ ○

各科目概要
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

映画で学ぶ
英語と文化 

（3 回生以上）
府 出口　菜摘

後
（
午
前
）

　この授業の目標は、映画を通じて英語のリス
ニング・スピーキング能力を向上させることと、
欧米の文化と社会を学ぶことである。アメリカ
の NY が舞台である「ファッションが教えてく
れること」をテキストに用いて、社会・人間関
係の状況を英語で理解するとともに、生きた英
語表現を身につける。期間中に 4 回の小テスト
をおこなう予定。

　  
※ 3 回生以上を対象

　今日の世界を理解する鍵を、映画の中
に見出してください。セリフや歌にこめ
られた意味は何か、実際に発音して分析
し、議論しましょう。名作映画を題材に
気づいたことを受講者同士でディスカッ
ションしましょう。面白さは細部に宿
る！　

◎

映画で学ぶ
ドイツ語と文化 
（3 回生以上）

府 青地　伯水

前
（
午
前
）

　授業の前半 8 回は、映画『点子ちゃんとアン
トン』を見ながら、そのシナリオを読みます。
詳細にドイツ語を見ていくことによって、読解
力と聴解力を向上させます。
　また後半の 7 回は、戦後ドイツ社会の問題を
掘り下げるドイツ映画『トンネル』、『バーダー・
マインホフ』、『スペシャリスト』、『革命の子ど
もたち』といった映画の一部を見て、大戦から
のちの 20 世紀ドイツの歴史における重要な局面
について考え、討論をします。

　  
※ 3 回生以上を対象

　すでにドイツ語の基礎を学んだ人が、
さらにステップアップするための授業で
す。ドイツ映画になじみのない人も、こ
の機会にぜひその面白さを発見してくだ
さい。映画のドイツ語を聴いて、シナリ
オを読んで、使える表現を身につけま
しょう。また、受講者同士の議論を通じ
て現代世界を理解する糸口が見つかるで
しょう。

◎

《京都学》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

京都の歴史Ⅰ 府 菱田　哲郎　 
ほか 前

　原始・古代から中世に至る京都の歴史を概観
し、都がこの地に置かれるまでと、その後の展
開過程について述べる。
　取り上げる時代は現代からは遠いけれども、
今日の京都が形成される基盤を考えることは重
要である。京都盆地がどのような地域的特色を
もっているのか、そこがいかにして首都となっ
たか、あるいは、そこで展開した政治や社会、
文化の特徴はどのようなものか、具体的な事例
をもとに論じる。
　３人の教員が歴史学（文献史学）や考古学の
立場からリレー式で担当する。

　この授業では、中世までの京都に関す
る諸事象のなかから、重要と思われる事
柄の正確な理解をめざしますが、個別的
知識の寄せ集めに終わらせないようにし
ます。
　それぞれの時代の京都の歴史的特徴を
どのように捉えればよいか、一人一人が
考えてほしいと思います。

○ ○

京都の歴史Ⅱ 府
小林　啓治 
藤本　仁文 
上杉　和央

後
　「都市京都の展開」　近世・近代京都の、都市
としての展開をさまざまな角度から考察し、現
代京都の特質を歴史的に理解する。

　近世から現代にいたる京都の歴史をま
んべんなく扱うのではなく、対象となる
時代の京都を規定している要素にポイン
トを絞って解説していきます。時の権力・
権威と都市京都がどのように結びついて
いたのか、といった観点から考察を深め
てほしいと思います。

○ ○

京都の文学Ⅰ 府 安達　敬子 前

　日本の古典文学の主たる舞台となった京都、
特に平安京について文学作品を題材にして様々
な視点から考察する。具体的には平安時代から
室町時代までの散文作品に現れる平安京や洛外
の地名の持つ歴史的・文学的イメージの蓄積を
探求する。

　授業にはできる限り出席してくださ
い。
　授業の中で多くの書物を紹介しますの
で、できる限りそれらを読むことに親し
んでください。

○ ○

京都の文学Ⅱ 府 本井　牧子 後

　文化は、ことばなくして形成されず、ことば
なくして歴史を語ることは不可能である。古典
的文化を基盤として展開してきた京都の文化は、
さまざまなことばによって語られた物語の蓄積
であるといってもよい。この授業では、京都を
舞台とする説話を取りあげ、読みすすめながら、
そこに描かれる場所、人、モノ、コトがどのよ
うに語られ、意義をあたえられてゆくかをみて
ゆくこととする。

　授業の中でさまざまな作品や書籍を紹
介しますので、できる限りそれらを読む
ことに親しんでください。また、授業で
とりあげる以外の場所を舞台とする作品
についても、自分自身で調べてみるなど、
興味関心を広げてほしいと思います。

○ ○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

京の意匠 工 並木　誠士 後

　明治維新以降、京都の美術工芸界、伝統産業
界は、さまざまなかたちで近代化に直面する。
そして、美術学校の設置、博覧会の開催、図案
教育などにより京都は近代化に対応しようとす
る。近代の京都を、美術工芸や意匠の側面から
できるだけ事例、作例に即して考えてみたい。

　自分たちが学びの場として選んだ京都
というまちとそのさまざまな活動につい
ての知識を身につけてほしい。京都とい
うと、古いお寺や神社のイメージが強い
が、明治時代以降の近代にも多くの魅力
的な「意匠」が生み出されているので、
そのような近代の京都に触れる機会にな
ればと思う。

○ ○ ○

英語で京都 
（3 回生以上） 府 山口 美知代 後

概要：京都府立京都学・歴彩館の「記憶アーカ
イブ」の資料を紹介する日本語ウェブサイト「資
料ガイド」の内容を英訳します。歴彩館の協力
を得て、資料を閲覧します。3 回生以上対象。

京都に関連する資料の説明を英訳するた
めには、単に逐語的に訳すだけではなく、
英文を読む読者の理解の助けになるよう
な情報を補い、また、場合によっては日
本語原文の内容を取捨選択する必要が出
てきます。こうしたことを考えながら、
京都について英語で発信する作業に取り
組みましょう。

◎ ○

資料で親しむ
京都学

（リベラルアーツ・
ゼミナール） 

（旧京都学・
歴彩館ゼミ） 

（2 回生以上）

機 藤本　仁文 
ほか

後
（
午
前
）

　リレー講義・ゼミにより、京都学・歴彩館所蔵
の古典籍・歴史資料・絵図・指図・行政文書など
を使用しながら、その扱い方や活用法について学
ぶ。
目標
京都学・歴彩館所蔵の古典籍・歴史資料と、講師
の専門的知識・経験を活かして、少人数でのアク
ティブラーニングを行う。受講者が多様な資料と
その活用法について知り、実見・解読することに
よって、資料価値を実感し、学びの地平を広げる
ことを目指す。
 
※ 2 回生以上を対象

　歴彩館所蔵の古典籍・歴史資料を、専
門家ならではの着眼点や切り口で見て触
れて学びます。実物を用いながら文学・
歴史・行政・建築学など多角的な視点で
学んでいき、これまで身に付けてきた知
識の総合化・体系化を目指します。

○ ○

《リベラルアーツ・ゼミナール》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

現代イスラーム
世界の文化と社会

（リベラルアーツ・
ゼミナール） 

（旧リベラルアーツ・
ゼミナールⅥ）

機 田村 うらら
集
中
・
夏

　世界三大宗教の中でイスラーム教は、信者数
を着々と伸ばし存在感を強めており、日本でも
近年特に東南アジア出身者などのムスリムと直
接接触する機会が増加している。しかし元々日
本人にとって馴染みの薄い宗教であるうえ、9.11
以降の偏向した欧米メディアによる情報も加わ
り、イスラームに対する誤解は強い。
　本講義では、ごく基礎的なイスラームに関す
る知識に加え、トルコ等中東諸国を中心に現代
イスラーム世界の文化と社会について学ぶ。

　今後、ムスリムとのつきあいの機会は
必ず増えます。イスラームや異文化理
解に興味のある人だけでなく、専門から
遠く事情に疎い学生諸氏の積極的な受講
を歓迎します。学部時代こそ、多角的な
視点に親しみ、解が一つでない諸問題の
議論に習熟する好機です。講義とディス
カッションを通して世界を見る力を鍛え
てみませんか。

◎ ○

感性の実践哲学
（リベラルアーツ・

ゼミナール） 
（旧リベラルアーツ・

ゼミナールⅦ）

機 桑子　敏雄
集
中
・
夏

　環境からの刺激を受け止め、解釈し、さらに
環境に創造的に作用する能力を「感性」と捉え
ることができるとすれば、京都という地域空間
の構造と履歴には、この地に生きた人々の感性
的経験が蓄積されていると考えることができる。
本講義では、空間の構造・空間の履歴・人びと
の関心・懸念を総合的に捉える「ふるさと見分け」
の方法によって、京都の地域空間を実践的に捉
え、その感性的価値を考えてみたい。

　日ごろ見馴れた風景のなかに自己の存
在と自己の生が営まれる環境との関係を
見出すための知的なトレーニングです。
学生諸君には楽しみながら、新たな知の
発見を経験していただきたいと思ってい
ます。

○ ○

各科目概要
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

科学と思想
（リベラルアーツ・

ゼミナール） 
（旧科学と思想）

工 林　哲介 後

　西欧古代以来の歴史において、学問・科学の
誕生と発展は、社会思想や哲学の歩みと深く関
わっている。思想や哲学の展開が学問や科学を
生み、また学問・科学の発展が思想や哲学の新
たな展開をもたらす。そして言うまでもなく、
両者は産業・経済・社会の動態さらには宗教と
も密接に関わっている。この授業では古代ギリ
シャ以来の西欧における社会思想・哲学と学術
の歴史から、代表的な事象を取り上げ、科学・
思想と社会の変転の相互作用を検討する。そし
て、近代社会の到達点と日本の近代化を比較・
分析し、現代社会の課題を考察する。

　ここで「科学」と呼んでいるのは自然
科学だけを指しているのではありませ
ん。社会思想と学問の発展を中心にして
歴史を科学的に分析します。思想と学術
の歴史を概観すると現代社会の到達点と
課題の理解が深まり、そして自己のアイ
デンティティ（思想）の形成につながり
ます。各回のテーマ・課題ごとに示され
た資料を参考にグループ討論を行い、ま
とめを分担し発表します。密度の高い内
容ですがインパクトのあるゼミナールで
す。

○ ◎

資料で親しむ
京都学

（リベラルアーツ・
ゼミナール） 

（旧京都学・
歴彩館ゼミ） 

（2 回生以上）
（再掲）

機 藤本　仁文 
ほか

後
（
午
前
）

　※ 科目概要と学生へのメッセージについては、科目群「人間と文化」の「京都学」を参照
のこと。 ○ ○

■人間と社会 
《社会科学の基礎》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

人文地理学Ⅰ 医 古関　大樹 前

　地理学は，地球表面上で起こる諸現象を研究
する学問であり，人文・社会現象の観点から地
域を観察する人文地理学と，自然・環境の観点
から地域を観察する自然地理学に大別される。
人文地理学の専門分野は，都市，農村，人口，
社会，産業，経済，歴史，文化などに分かれて
いる。前期は，身近な京都や近畿地方を中心に
取り上げ，地域の成り立ちの捉え方や歴史・文
化・社会に関するトピックスを学習する。人文
地理学では，「地域」という概念を重要視するが，
これは，自然・環境・歴史・文化といった様々
な要素が複雑に関わって成り立っている。「地域」
やそこに写し出された「景観」は，時間の経過
とともに姿を変化させている。講義を通して，
地域の成り立ちや諸要素の関係性を考える力や，
地域を読み解く力を養うことを目的とする。

　高校までの地理は，地名や単語を覚え
ることが中心で，暗記科目と捉えられが
ちです。しかし，ひとたび社会に出てみ
ると，社会生活を送るうえで非常に重要
な学問だったんだ！もっと地理学を学ん
でおけばよかった！という声をよく聞き
ます。地理学は，地域を構成する様々な
要素の関係性を考えることを重要視しま
す。大学生活を送る京都や近畿地方がど
のように成り立っているか？全国の地域
はなぜ異なる特徴を持っているのかを考
えてみましょう。

◎ ○ ○

人文地理学Ⅱ 医 古関　大樹 後

　後期の授業では，前期で扱った歴史・文化・
社会などのトピックスに加えて，経済活動や産
業構造，自然や環境といったテーマにも関心事
を広げ，地理学的な考え方を総合的に身につけ
ることを目的とする。前期・後期の授業を通して，
人文地理学における基本的な考え方や，地域社
会が構成されている仕組みを総合的に学習する
ことを目的とする。また，講義は演習を取り入
れながら進め，地図や資料の読み方なども身に
つけることを目的とする。

　後期の授業では，現代社会の産業構造
や人と自然のかかわりなど，より総合的
に地域に関するトピックスを取り上げま
す。講義中では，地図や写真の観察，グ
ラフや資料の読み方などに関する実習も
行います。様々な情報の整理・説明の仕
方を学習できる機会を作るので意欲的に
取り組んでください。

◎ 〇 ○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

社会学Ⅰ 府 井口　暁 前

　本講義では、社会学に共通する「ものの見方」
（社会学的想像力）を習得し、「社会的動物」とし
ての人間の習性と社会の成り立ちを捉え直すこと
を目指す。扱うテーマは、集団行動の力学、自由
と支配、社会的役割と演技などである。映像鑑賞
とグループ・ディスカッションを交えるため、積
極的・主体的な学修態度で授業に臨んでもらいた
い。講義を通じて、私たちの「当たり前」や「常
識」を問い直し、身近な諸問題に対する新たな見
方と「処世術」のヒントを、社会学から得ること
を目指す。

　講義だけで社会学の内容を理解するこ
とは難しいです。新聞を読んだりニュー
スを見ることはもちろん、少し難解な社
会学の「古典」にトライすることも重要
です。また、日常のふとした違和感や疑
問に対して深く考えてみることも大切で
す。
　グループ・ディスカッションを交える
ため、積極的に発言してもらいたいです。

○ ○ ○

社会学Ⅱ 府 山本　めゆ 後

　本講義は前期に開講される「社会学Ⅰ」に引
き続くものであり、「社会学Ⅰ」を受講している
ことが望ましいが、本講義を単独で履修するこ
とも可能である。
　本講義では、私たちが生きているこの時代（近
代あるいは現代）とはいかなる時代なのか、現
代社会はどのような問題を抱えているのかと
いった問いについて、社会学的に思考すること
を通じて、問題解決の糸口を探ることを目指す。
なかでも具体的な考察対象として、前半は都市
や地域社会、後半は家族やケア労働の問題を扱っ
ていく。映像鑑賞とグループ・ディスカッショ
ンを交えるため、積極的・主体的な学修態度で
授業に臨んでもらいたい。

　日常生活のなかで湧き上がる疑問や違
和感は、社会学的な探究の源になります。
より良い社会を構想するために、社会学
の知識をぜひ活用してください。
　グループ・ディスカッションやそれに
伴うグループ発表の機会もあります。意
欲的な学生の参加を期待しています。

○ ○ ○

政治学 工 竹本　知行 後

　政治学の基礎知識を得ることで政治を見る
「目」を養う。人間の社会が存続する限り、「政治」
なるものは消えることはない。では、我々が付
き合わざるを得ない「政治」とはどのようなも
のなのか、そして、我々はそれにどう向き合っ
ていけばよいのだろうか。
　本講義では、テキストを中心に以上の問題に
ついて考察を進めつつ、適宜、指定した参考文
献なども用いて、先人が政治とその諸テーマに
ついてどのように考えてきたのかについての理
解も深める。

　「人間は政治的動物である」（アリスト
テレス）とは、しばしば引用される言葉
であるが、彼の時代から 2500 年を経た
今日でも、人間は協調と共同と競争に生
きる「政治的動物」であることをやめて
いない。
　講義では様々な問いを投げかけていき
たい。それについて考えることを通じて、
人類史を貫く「政治的」営みに接近して
ほしい。

○ ◎

国際政治 府 依田　博 前

① 今世界で何が起こっているのかを知る手掛か
りとして、現代の主要な人類的課題としての国
際問題をとりあげる。② 近現代の国際政治は、
国家間の対立と協調という二つの極の間を揺れ
動いてきた。今日の状況は、対立に、それも 2
極や多極ではなく、「無極」化した対立の時代に
あるともいえる様相にある。無極化の時代にお
いて、人類的課題としての主要な国際問題を世
界はどのように対処できるのであろうか、これ
について理解を深める。③　さらに、問題への
対処能力の多くを動員することができる主権国
家、主権国家を構成単位とする国際機関、近年
ますます存在感を強めている非政府組織は、非
国家的勢力の行動を理論的に理解する。

　毎日、新聞を読む、あるいはインター
ネットでニュースをチェックする習慣を
身につけてください。ニュースをチェッ
クすることは、授業の予習・復習にもあ
たります。時事問題に関心を持つことな
く「政治」を理解することは不可能です。

◎ ○ ○

経済学入門 工 人見 光太郎 後

　経済学とは、人間や企業が経済的な誘因に対
してどのように行動し、その結果として経済シ
ステムがどのように働くかを分析する学問です。
　この授業ではトレードオフ、インセンティブ、
交換、情報、分配という現代経済学の中心概念
をもとに経済学の基本的な考え方と分析の方法
を学びます。

　経済に関した問題では立場の違いによ
り極端な議論が行われる場合があります
が、できるだけ客観的な事実に目を向け
るようになって下さい。

◎

法学 工 北村　幸也 前

　法を対象とする学問である「法学」の特質は
何か？　法を扱うプロフェッショナルである「法
律家」の思考様式はどのようなものか？　そも
そも「法」とは何か？
　以上のような問いに、なるべく様々な観点か
ら取り組んでみたいと思っている。

　この授業は、「科目の概要」に掲げた
問いに対する「答え」を親切に分かりや
すく教えるものではありません。
　むしろ、学生のみなさんには、そのよ
うな問いに取り組む法学者の苦しい思考
の過程を、冷たく分析することができる
ようになってほしいと思います。

○

各科目概要
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《人間と社会》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

生活と経済 府 小沢　修司 後

　経済（＝生活の営み）の仕組みを知ることは
私たち自身が社会の主人公になる上で欠かすこ
とができない。にもかかわらず、「経済学」には
私たちの生活とは縁遠い難しい学問とのイメー
ジがつきまとう。なぜ、「経済学」は日常の生活、
暮らしから離れていったのか、「生活と経済」の
切り口から経済学の特有なものの見方、考え方
を平易に解説しながら、経済学の人間的再生を
目指す。

　大学での学習では２つのことが大切で
す。１つは「常識を疑う」こと。もう１
つは「何故？」と問いかけること。授業
では、みなさんが「当たり前」と思って
いるいろいろな考え方や観念を突き崩し
ていきたいと思っています。
　考え方の「再構築」にあたっては、「生
き生きとして現実感覚」で「古典」を学
習することが有効です。

○ ○

心理学 工 大谷　芳夫 前

　本講義で取り上げる主な内容は、心理学のう
ち実験心理学と呼ばれる分野に属するものであ
る。実験心理学は、人間の心の働きを科学的に
解明し、その法則を明らかにしようとする学問
である。実験心理学が対象とする範囲は多岐に
わたっており、医学、生理学、情報科学など様々
な学問分野とも密接に関係している。
　本講義では、心の働きの基本的な側面である、
視覚（ものを見る働き）・記憶（ものごとを覚え
る働き）・学習（環境に合わせて行動を変化させ
る働き）の機能を取り上げ、基礎的な現象や知
識を紹介するとともに、実験心理学の方法論や
考え方について解説する。
　また、これらの心理学的機能を支える、眼や
脳の生理学的機構についても紹介する。

　「「こころ」とはなにか」という問いは、
人間にとって根源的な問題です。実験心
理学は、この疑問に科学的な方法で答え
を得ようと取り組んできた学問です。皆
さん一人一人が持っている「こころ」に
ついて、現在の科学はどう答えるのか・
答えられないのかについて知り、自分自
身を見つめ直すきっかけとなればと思っ
ています。

◎

発達心理学 医 小川　恭子
集
中
・
夏

　発達というと子どもから大人になる過程をイ
メージするかもしれません。しかし心理学では，
その時期だけではなく「人は生涯にわたって発
達するもの」と考えられています。短い期間に
大きな成長がみられる乳幼児期・児童期，大人
になる心理的・社会的変化を感じる青年期，大
人になってからの成人期・高齢期等，それぞれ
の時期について研究が進められています。
　このような人間の生涯にわたる発達について，
心理学的側面を中心に学ぶことを目標とします。
発達心理学の諸理論を概観し，人生の各時期の
発達課題や起こり得る問題，環境との相互作用
等について学び，理解を深めます。

　心理学では科学的な手法を用いて現象
を明らかにしようとします。しかし，人
のこころについて 100％正解といえるこ
とはなかなかありません。そんな学問に
取り組むのは難しく興味深いことです。
自分自身で考えようとすることがその後
に生きてくると思います。

〇 〇

現代社会と心 府 石田　正浩 後

　私企業であれ、公的組織であれ、良くも悪く
も組織と関わらずいられないのが現代社会の特
徴である。組織心理学は、そのような組織にお
ける人間の心理・行動を研究する学問領域であ
る。組織がその構成員に期待する貢献と構成員
が組織から期待するものを一致させることは難
しく、さまざまな問題を産みつつ、現実の組織
は動いている。本講義では、組織心理学が蓄積
してきた適性・モチベーション・自己制御・コミッ
トメント・リーダーシップ等についての知見を
知ることを通して、組織を生きる人間の心理学
的・行動学的特徴を理解し、自らのキャリア（職
業人生）を考えていく上で有用な心理学的な視
点を獲得することを目的とする。

　自分が所属するゼミやサークル、アル
バイト先といった集団も組織です。授業
内容はそこでの自らの体験と直接関連し
ます。授業内容を自分にあてはめてみて
理解を深めたり、学んだ知識を実際に応
用してみて、理論の切れ味や切れなさを
体感するようにしてください。

○ ○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

現代社会と
ジェンダー 府 中根　成寿 

ほか 前

　公正な社会の実現に向けて、すべての人をと
りまく社会・文化の歴史や現状、制度や政策に
ついて受講生が理解できるようになるのが目標
です。「ジェンダー」は重要な変数の一つではあ
りますが、必ずしも性差だけを扱う講義ではあ
りません。自分も含めた全ての人の人権につい
て、積極的に関心を持ち続けることの導入の講
義です。 
　内容構成の柱は、大きく３つに分けられます。
一つは、人類の歴史をジェンダーの視点から捉
え直すこと。二つ目は、ジェンダーをめぐる制度・
政策について、国内外の条約や法律、社会政策
等からその到達点や課題を考察します。三つ目
は、言語や文学、心理学、教育などがジェンダー
を生産・再生産するという問題等を考えます。 
　授業の方法としては、主には講義形式に依り
つつも、最終講義は学生からのアンケートに答
える形で、講義担当者全員による討論会形式に
よって行い、受講生と講師団との「対話的学習」
を実現したいです。

　ジェンダーは、聞いたことがあるけど
よくわからない言葉・概念かもしれな
い。なかには、「女性差別の問題である」
とだけ理解しているひともいるかもしれ
ない。近年注目が集まる SOGI（性的指
向・性自認）も扱いますが、ジェンダー
は社会の構造を構成する要素の一つであ
り、諸科学（自然科学・人文科学・社会
科学）にとって、すでに「当たり前に考
慮にいれるべき要素」として定着してい
ます。自分が自由に行動し、思考してい
るように思えたとしても、全員が社会か
らの影響を受けています。この講義の履
修を終えたとき、ジェンダーという概念
は、あなたの「日常」となり、社会や人
間の見え方が大きく変わっていることで
しょう。

○ ◎ ○

現代教育論 工 塩屋　葉子 前

　我が国の近代公教育は、明治維新の「学制」
発布に始まる。この時、我が国は歴史上類を見
ない程の大きな教育改革を果たすのだが、同時
に、学歴社会や受験競争など、解決を急務とす
る多くの教育問題の発端もここに求めることが
できる。その後、幾度かの大きな教育改革に迫
られ今日に至るのだが、本講義では、特に現代
の教育改革に焦点を当て、その実態を明らかに
するとともに、今後の課題を考察し、我が国の
教育の在り方を展望する。

　みなさんは今、学校教育の最終段階で
学んでいます。この時点において、自分
がこれまで受けてきた学校教育とはどの
ようなものであったのかを振り返り、そ
して、これからの教育について展望する
ことは、発展的な自己形成を図っていく
上で有意義なことだと思います。教育に
ついて、一緒に考察していきましょう。

○ ○

食環境をめぐる
国際社会と日本

α
（旧食環境をめぐる

国際社会と日本）

府 宗田　好史　 後

　京都府立大に 2019 年 4 月に開設された文学
部和食文化学科に関連して、世界の食文化の多
様性と国際社会が抱える食と農業、そして環境
と健康の様々な課題を学びます。また、世界の
現状と比べて、日本の食生活、食糧生産、食品
産業など様々な問題を学び、オーガニックやス
ローフード運動を学びます。FAO などの国際機
関、農水省や京都府などの農業政策の立場も紹
介しつつ、人間の生存に欠かせない食を、現代
社会の重要な課題として取り上げ、その課題解
決のための方策について学びます。

　食糧と食を巡る国際環境は、人間が生
きていく上で最も重要なことです。とは
いえ、貧困と飢餓や環境破壊と健康被害
など様々な問題を抱えています。その会
稀有には、農学や栄養学だけでなく、文
化政策や工学、生命科学全般からの取組
みが求められています。この授業の学び
で、皆さんがそれぞれの専門分野で今後
取り組むことになる関心領域や研究テー
マを見つけ出して下さい。

○

環境と法 工 須田　守 後

　本講義の目的はふたつです。（1）現代社会の
重要論点たる環境問題に対処するための、法的
なしくみを学びます。（2）これを通じて、法律
学の基本的な考え方を具体的に習得します。
　社会問題を解決するアプローチにはさまざま
なものがありますが、そこで「法」は重要な役
割を果たしています。「持続可能性」への取組か
らは、裁判の場面に限られない、政策実施手段
としての法の様々な側面も明らかになるでしょ
う。
　授業ではいろいろな環境問題およびそれへの
法的対応に触れますが、そのうちひとつかふた
つをピックアップし、じっくり向き合うことも
予定しています。そこでは実際の法律や判決と
いった生の素材も（大きな負担にならない程度
に）扱います。

　本講義は、みなさんが法学をすでに学
んだことも、今後専門的に学ぶことも前
提としていません。「環境問題」や「法
律学」に関心を持つ方を広く歓迎します。
　学部学科問わず、各大学で学ばれたみ
なさんは様々な形で社会のしくみを設計
し活躍していくことでしょう。そのとき
に法学的な見方の意義と限界とを意識で
きるようになるための、お手伝いができ
ればいいなと考えています。

○

各科目概要
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《京都学》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

近代京都と
三大学 機 宗田　好史　 

ほか 前

　京都と深い関わりをもつ歴史ある三つの大学
で学ぶ学生さんのために、三大学が誕生した背
景、京都の近代を語ります。そして、近代化過
程で三大学が果たした役割を考えます。三大学
の誕生と共に、京都では近代教育制度が確立し、
産業が成長・発展してきました。これは、皆さ
んに身近な様々な町の記憶を再確認することに
もなります。そこから現代社会での大学の役割
を考え、学生さんと教員が、京都の地域社会と
関わっていく意味を考えます。
　三大学は、京都の産業・経済だけでなく、医
療、教育、福祉に深く関わり、京都の企業や施設、
社会、行政機関を発展させてきました。それぞ
れの大学の歴史と京都の町の近代史を学ぶこと
から、皆さんが暮らす京都の未来を展望しても
らうようにお話しします。その中に、皆さん方
自身の将来像を見つけ出してください。
　三つの大学から講師の先生方が来られ、テー
マに沿って順番に講義していきます。

　京都の伝統ある三大学に入学された皆
さんのために、三大学の 100 年以上に
わたる歴史を分り易く学ぶ授業です。皆
さんが、今後母校に誇りを持つと同時に、
各地で活躍する数多くの先輩諸氏を知
り、その功績を知ってもらいます。先輩
の昔話や自慢話を楽しく聞ける基礎知識
になります。そして、皆さん自身も優秀
な先輩方に続き、京都や京都と関連する
各地の人々、経済界や地域社会に貢献し
ようという意欲を持ってもらえる講義に
なると思います。

○

京の産業技術史 工 山田 由希代 後

　京都にとって大きな転換期となった「近代」
に注目し、染織、陶芸、絵画などの「美術・工芸」
がどのような変容をとげて現代にいたっている
のかについて、産業との関わりをふまえて講義
する。

　日本の文化や生活に深くかかわってき
た美術・工芸は、伝統産業として長い歴
史ある京都の独特な文化を支えてきたと
いえます。いまも私たちの暮らしの様々
な場面に見ることのできる伝統産業を守
り続けた人々の取り組みをふりかえるこ
とは、現代におけるものづくりや産業振
興に役立つ要素の発見にもつながると思
われます。

○

現代京都論 府 大島　祥子 前

　講義では、学び、暮らすまちである「京都」
をより深く感じ、考える機会を提供します。京
都の現代で起きている事象をテーマごとに考察
し、京都の特性と課題を読み解き、未来のまち
づくりを考えることを目指します。講義内容は、
前半で現代の京都のまちづくりの基盤ともいえ
る、都市経営や庶民の暮らしやまちとの関わり
の変遷（まちづくり史）を学習し、さらにまち
づくりの基盤・組織、コミュニティについて学
習します。これらをふまえた上で、後半では、テー
マごとの事象を読み解きます。行政施策を取り
上げるものが多いですが、NPO や民間事業者等
が展開する事例、地域で展開される活動なども
採用してテーマを深めていきます。

　京都の歴史や自治の基盤を踏まえ、行
政、市民活動、大学、企業など多様な
セクターによる京都のまちづくりやその
背景にあるものを学びます。今まさに京
都で起こっている様々なテーマを取り上
げ、解説します。講義を通じて、学び・
暮らす京都をより深く理解し、京都によ
り関心を持って自分の言葉でそれに対す
る見解をもって欲しいと思います。

○

医史学 医 八木　聖弥 後

　京都における医療の歴史を系統的に学習しま
す。内容は医学理論や技術だけでなく、制度や
施設、思想的背景など周辺領域も含みます。わ
れわれが疾病に対してどのように対処してきた
かをたどることによって、文化としての医の本
質を考えます。

　疾病との闘いは、人類にとって永遠の
テーマです。最先端の医療も、過去の積
み重ねのうえに立ちます。医療の歴史か
ら未来への指針を学びます。

◎ ○

京都の経済 機 小沢　修司 後

　本講義では、府内の企業をはじめ、企業や産
業の育成を支援する関係機関・団体、自治体な
どからゲストスピーカーの方を招き、様々な立
場から府内の経済・産業の現状や課題、経営環
境の変化への対応や地域経済に果たす役割など
をお話しいただきます。
　こうした事例を通じて、京都の経済が抱えて
いる課題とともに、企業や産業の育成にはどの
ような支援が必要であるのか、課題解決の方策
について学ぶことを目的としています。

　京都府内には、創業から 100 年以上
続く老舗企業からベンチャー企業まで、
様々な企業が活動しており、世界をリー
ドする企業から数多くの小規模企業に至
るまで , 京都に誇りと愛着を持った京都
ブランドや京都商法と呼ばれる特徴を有
しているのが京都の経済です。また北部
の丹後地域から南部の山城地域に至るま
で、各地域の歴史や自然環境などに育ま
れてきた様々な産業があることをご存じ
でしょうか。
　本講義を通じて、学生の皆さんが府内
の企業や産業に魅力を感じ、各地域へ
の関心を高める契機になることを望みま
す。

　 ○
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《リベラルアーツ・ゼミナール》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

現代社会に学ぶ
問う力・書く力 a・b
（リベラルアーツ・

ゼミナール） 
（旧リベラルアーツ・

ゼミナールⅡ）"

機 児玉　英明 前

　「高校での学び」から「大学での学び」へ転換
するにあたって、不安を感じている 1 回生も多
いだろう。本ゼミナールは、そのような 1 回生
を対象として、「論文とはどのような文章なのか」
といった初歩から始める。
　大学での学びは、「聴く」ことや「読む」こと
といった受動的な学びに、「問う」ことや「書く」
ことといった能動的な学びが伴って、初めて完
結する。本ゼミナールでは、「考えるという行為」
と「書くという行為」の相関を論じた基礎的な
文献を教科書にして、大学で学ぶためのリテラ
シー能力の向上に努める。テキストは苅谷剛彦

（オックスフォード大学教授）が学部生を対象に、
レポートの書き方をまとめた『知的複眼思考法』
を精読する。
　「『問い』を意識しながら読み､『問い』を意識
しながら書く」という、すべての科目に共通す
る初年次教養教育を、少人数のゼミナール形式
で展開する。

　大学での学びは、自ら「問い」を立て
ることです。本講義では、自ら立てた問
いについてレポートを作成し発表すると
いう、書くという行為に重点を置いたア
クティブ・ラーニングを展開します。
　パソコンや図書館の使い方も含め、1
回生を対象に初歩からレクチャーしま
す。最初は小学生レベルの反論文の書き
方から始めますが、最終的には東京大学
など多くの大学で広く使われているロジ
カルシンキングの教科書を読みこなすレ
ベルを目指します。
  授業の後半では、「なぜ、トランプは大
統領になれたのか？」という現代社会の
問いに向き合います。テキストとして『ル
ポ　トランプ王国 －もう一つのアメリ
カを行く』岩波新書、2017 年を輪読し
ます。

○ ◎

社会科学の
学び方

（リベラルアーツ・
ゼミナール） 

（旧リベラルアーツ・
ゼミナールⅢ）"

機 児玉　英明 後

　日々の新聞で取り上げられるニュースの中で、
何か気になっているテーマがあるだろうか。本
ゼミナールは、文系であろうと理系であろうと、
時事的な問題への知的好奇心を持っていて、教
員や仲間と議論する力を身につけたい学生を対
象とする。
　社会科学の学び方とは、学生一人ひとりが「人
生をいかに生きるべきか」を問うことであり、
その生き方を問う問いが「自分がいま生きてい
る社会をどう見るか」という社会認識を問う問
いと不可分に結びついていることである。
　本ゼミナールでは、古典として定評のある文
献（吉野源三郎『君たちはどう生きるか』岩波
文庫、1937 年。丸山真男『日本の思想』岩波新書、
1961 年。）を、現代にひきつけて精読する。そ
して、社会科学のセンスを磨くために２本の映
画（山田洋次監督『母べぇ』『学校』）を鑑賞し、
多様な考えを持った受講生と語り合う。

　大学に入学時、教授に次のように言わ
れました。メートル単位で本を読め！田
舎者の私は「メートル単位」という発想
に、なぜか興奮を覚えました。1 回生は、
学問へのいざないとして、新書本をよく
読みます。新書本などは、1 冊、2 冊買っ
て読んでいるようでは不十分で、やは
り「棚ごと買って読む」くらいの気迫が
なければ、学問の本質には近づけないで
しょう。
　本講義では、教養教育の古典や映画を
教材に使いながら、「教養教育の原理像
と思想性」を学びます。
　授業では、毎回、グループ・ディスカッ
ションを行うことで、三大学の多様な学
生と意見交換をすることができます。紅
葉ハイキングをしたり、大文字山に登っ
たり、ゼミ以外でも楽しく交流していま
す。

◎ ○

世界はいま
（リベラルアーツ・

ゼミナール） 
（旧アメリカと中国

はいま
（リベラルアーツ・

ゼミナール））

機 脇田　哲志　
集
中
・
夏

　経済・軍事の両面で急激に膨張し存在感を高
める中国。先行きに不透明感漂う朝鮮半島。米
中の狭間で揺れるアジアやアフリカ。民主化の
挫折と紛争・テロ・人道危機が続く中東。グロー
バリゼーションと難民の波が大衆の反逆を招き
統合の理念が揺らぐヨーロッパ。そして世界の
リーダー役を放棄したかに見えるトランプのア
メリカ、そして国際社会における日本の役割は？
　この授業では、現代世界の最新の状況につい
て、世界各国のテレビニュースなども素材にし
ながら、わかりやすく解説し、最新の国際情勢
を具体的に理解することをめざします。そして、
みなさんが生きていく 21 世紀のグローバル社
会が、どのような課題に直面していくか、的確
に把握し正しく判断していくための国際感覚を
養っていきます。

　担当するのは、NHK の中国総局長と
アメリカ総局長を経験した国際ジャーナ
リストです。これからグローバル社会で
生きていこうとするみなさんが、世界の
動きをどう把握し理解すればいいか、み
なさんと論議を重ねながら考えていきた
いと思います。
　集中講義を行う 2019 年夏の最新の国
際情勢を取り上げますので、受講する方
は、普段から国際ニュースに関心を持つ
ようにしておいてください。

◎ ○

各科目概要
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

経営哲学
（リベラルアーツ・

ゼミナール） 
（旧リベラルアーツ・

ゼミナールⅨ） 
（2 回生以上）

機 児玉　英明
後
（
午
前
）

【前半：マーケティングの考え方】
　前半 11 回は沼上幹『わかりやすいマーケティ
ング戦略　新版』有斐閣、2008 年を精読します。
扱うテーマは、「マーケティング・ミックス　４
つのＰ」「ターゲット市場の選定　セグメンテー
ション」「製品ライフサイクル」「市場地位別マー
ケティング戦略」です。 
 

【後半：マーケティング事例研究】
　マネジメントとは、問題発見・問題解決の積
み重ねです。本講義では、具体的なケース・ス
タディでビジネスの場面を想定し、学生に問題
発見・問題解決の思考を追体験させることが目
的です。後半 4 回は「ネスレ日本　ネスカフェ
アンバサダー」「パナソニック　電動歯ブラシ ポ
ケットドルツ」「スターバックス、ドトール、セ
ブンイレブンのコーヒーをめぐるポジショニン
グ」「ヤマト運輸　ネット通販時代の物流」を扱
います。
 
※２回生以上を対象

　民間企業に就職が決まったが、「経営
学」も「マーケティング」も勉強したこ
とがない 4 回生を歓迎します。これから
就職活動を始めようとしている 3 回生、
2 回生の受講も歓迎します。
　「経営学の考え方」を基礎から説明し
ます。前提知識は不要ですので、理系の
学生も安心して受講してください。
　授業では、毎回、グループ・ディスカッ
ションを行うことで、三大学の多様な学
生と意見交換をすることができます。

◎ ○

■人間と自然
《自然科学の基礎》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

物理学Ⅰ 府 伊藤　秋男 前

　この講義では身の周り（から宇宙まで）で起
きる様々な物理現象を支配している原理とその
意味を理解することで、物理学的視点からの考
える能力を養うことを目的としている。また、
自然科学の基本となる単位や次元および簡単な
物理公式を説明し、物理学で重要となる保存則
などの概念についても講義する。
　講義の流れとしては、自然科学における物理
学の歴史を概観し近代物理学の成立までをガリ
レオ、ケプラー、ニュートン、アインシュタイ
ンなどの考え方とその業績について講義する。

　科学技術の急速な進歩に伴い、先端技
術を取り込んだ様々な機器が普及し、そ
の恩恵を受けながらも、多くの人々に
とって中身は不明（ブラックボックス化）
となりつつある。
　本講義を通してこういった日常的に目
にする様々な事象について物理的・合理
的に思考を重ねて追及するスタイルを身
につけてもらいたい。

○

化学概論Ⅰ 工 三木　定雄 前

　高度な技術、資源、エネルギ−、環境など、
現代の社会を考えるに不可欠なキーワードのど
れもが、物質と密接に関係しています。その意
味で、物質を対象とする科学である化学は、現
代社会で知識人たろうとするに、必須の素養と
いえます。この講義では、物質について理解が、
どのように変遷し、今日での理解に至ったのか
を、化学における歴史上のエピソードをなぞり
ながら学習し、それを通じて、“物質のなりたち”
と“物質の変化”という化学の大きな輪郭を勉
強したいと思います。

　わが国では、“きたるべき受験への対
策”に縛られがちな授業のあり方が、自
発的な知識欲を減退させているのは否め
ません。軽重の差はあっても、皆さんは
高校化学にふれてきたと思います。しか
し、化学の面白味をふつふつと感じた人
は、少ないかも知れません。大学に合格
されたいま、そのおもしろさを再発見し
ながら、教養としての化学に触れていた
だければと思います。

○

化学概論Ⅱ 工 石川　洋一 後

　暗記するのではなく、大学生として感覚的に
身につけておいて欲しい（物理）化学的な考え
方が幾つかある。それは、「熱力学」と「量子化
学」と、それらを基にした「化学反応論」である。
しかし、高校のときに学んだ化学とこれらの考
え方の間には、比較的大きなギャップがあるよ
うに思われる。このギャップを少しでも埋める
ために、「サビと老化」、「クーラーの効率」、「視
覚と色」といった身近な化学現象を挿話として
織り込みながら、上記三つの考え方の概要を論
述したい。

　化合物名も化学反応式も覚えなければ
いけない。その複雑多岐性ゆえに化学は
暗記に頼らなければいけなさそうに見え
る。しかし、物質を構成する粒子は”原
子核”と“電子”であり、化学的性質は
電子によって支配されているといっても
過言ではない。この電子を理解すること
で、暗記に頼らず演繹的に化学を理解す
る筋道を示す。

○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

生物学概論Ⅰ 工 疋田　努 前

　自然科学の中で生物学が対象とする生物は、
物理学や化学が対象とする物質とは異なってい
る。それはゆっくりと進化し、分化して多様化
してきた。生物というものがどのようなものか
を、性、寿命などの生物の特徴とその構造につ
いて解説する。そして、生物がどのように認識
されてきたかを、博物学史から概観し、種とは
何か、個体とは何かについても考察する。

　生物学が対象とする生物はヒトを含ん
でおり、生物とは何かという問いは、ヒ
トは何かという問いにつながる。だから
生物について知ることは、我々自身が何
者かという問いに答えることになる。現
代の生物学がヒトを含む生物をどのよう
なものと考えているかを学んでみよう。

○

生物学概論Ⅱ 工 疋田　努 後

　地球上には多様な生物がすんでおり、それら
はただ一つの生物に由来すると考えられている。
それらの生物がどのように分化してきたかをた
どり、多様な動物群、なかでも、我々を含む脊
椎動物の起源とその多様な動物群の特徴と進化
について概観する。多様性を理解するには分類
学と系統学が必要となるので、これについても
説明する。

　我々の周りにいる多くの生物にはどの
ような関係があり、どのように進化して
きたかを見てみよう。我々が属する脊椎
動物は海で生まれ、その一部が陸に進出
してきたもので、ヒトも祖先となる魚類、
両生類、爬虫類の特徴を残しています。

○

生命科学講話 府 塚本　康浩
ほか

集
中
・
夏

　遺伝子、植物、動物や病原体の研究、さらに
はそれらを基盤とした食品や医療への応用につ
いて学ぶ。教科書などでは見ることが出来ない
教員が実際に行ってきた研究成果を実感し、生
命科学研究の本質を「講話」という形で体験する。

　生命科学の研究における生データや今
後の将来性を、実際に手を動かして実践
してきた研究者（教員）から感じ取って
欲しい。さらに、生命科学の研究に興味
を持って貰えたらと願う。

○ ○

地球の科学 工 酒井　敏 後

　地球は太陽系の中で唯一、液体の水を持つ惑
星として生まれ、進化を遂げて来た。水を持つ
ことで、地球は他の天体と大きく異なる運命を
たどることになった。
　この講義ではまず、宇宙誕生から現在にいた
るまでの歴史を振り返り、「地球誕生の物語」を
解説する。後半は、「現在の地球環境」を維持す
る大まかなメカニズムについて解説する。
　日常の生活とは全く違う視点から、ピュアな
気持ちで地球を考えることで、「我々の地球」に
対する認識は大きく変わるはずである。

　世の中、真面目だけでは通用しない。
高校までは、真面目に 100 点を目指せ
ばよかった。しかし、状況が変われば、
その点数そのものが無意味になる可能性
もある。それが自然界の掟であり、人間
社会もその中にある。地球と地球生命の
歴史は、その事実を雄弁に物語る。これ
を知ることは、子供から大人への第一歩
である。

○ ○

《人間と自然・科学》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

人と自然と数学
α 工 峯　拓矢 前

　高等学校や大学初年次で学ぶ数学の題材は主
として 19 世紀までに確立したものであり、中
にはその考え方が 4000 年以上遡るものもあり
ます。本授業ではいくつかの題材についてその
起源にさかのぼって、元々の考え方に触れ、そ
れらがどのような人の営みや自然との関わりの
中から生まれて来たものであるか、それらが現
代社会でどのような役割を果たしているかを理
解していきます。
　歴史的な資料等に基づいての講義と演習から
成り、演習では、歴史上の元々の考え方に触れ
ながら、現代数学やコンピュータ・テクノロジー
などで用いられている計算法についても学んで
いきます。

　この授業を通して、これまでに習って
きた一つ一つの数学的概念のルーツやそ
れを作り上げてきた人々の努力を知るこ
とで、数学をより身近なものとして再発
見してくれることを期待しています。
　数学を苦手だと思っている人からもっ
と数学を使いこなしたいという人まで、
幅広く受講して欲しいと思います。

○ ○ ○

人と自然と数学
β 工 朝田　衞 後

　数学において大切なことは、数学的なものの
見方とその深め方です。そのようなことを知る
素材を、長い数学の歴史の中から、また色々な
分野（代数、幾何、解析）からいくつか取り上
げて、新しい見方とそれがどのように深められ
ていったかを解説します。

　高校までの数学では「近くを通ったが
登らなかった山」に少し登るような内容
で、数学的なものの見方を知る素材を取
り上げます。「問題の解き方」「計算の仕
方」も大切ですが、この講義ではそのよ
うな意識を少し弱めて、昔の人々が「ど
のような着想をしたか」という点に意識
を集中させてその面白さを感じ取って欲
しいと思います。

○ ○

各科目概要
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

人と自然と
物理学 工 萩原　亮 

ほか 後

　「物理」は、親しみのない現象や数式を操る、
敷居の高い学問だと感じる人が多いのではない
だろうか。しかし物理学は、太古より自然現象
を見つめ利用してきた人間が、そこに潜む謎と
規則性に気づき、見晴らしのよい理解を求めて
築き上げてきた、‘分かる’学問でもある。本講
義では、こうした物理学的な理解と応用が獲得
される過程で活かされている考え方・方法論の
特徴を紹介し、平易に解説する。
　講義は、物理学を研究手段にしている複数の
担当者が、それぞれ独自の切り口・視点をテー
マに掲げて、様々な側面や分野を広く見渡す形
で進める。
 
本年度のテーマとして、以下のⅠとⅡを予定し
ている。
テーマⅠ :「物理現象を語る言葉と論理」（萩原） 
テーマⅡ :「最新の物理学とその活躍」（武田，一 
色）

　物理学的な内容は、実は、数式だけで
語ることができません。言葉が大活躍し
ます。このことを悟ると、物理の書物が
親しみ易いものに変わります。言葉を鍛
えることが物理的の入門になる…この意 
外さを体験して下さい。
　最新の物理学が活かされている場面と
その発展の可能性を知ってほしいと思い
ます。

◎ ○

生物学的人間学 医 小野　勝彦
ほか 前

　「人間」はさまざまな角度から眺めることが出
来る。哲学的、文学的、社会的な観点から、な
どなど。理科系の視点からでも多様な見方（物理、
化学などなど）ができるが、本講義では生物学
的視点から理解しようとするものである。すべ
ての生物は、細胞→組織→器官（臓器）→個体
という階層性を持っている。この普遍性を土台
として、生物としての人間の特殊性を見ていく。
前半で、普遍性を求めて細胞レベルからの理解

（さいぼうがくてき人間学）につとめ、後半では
臓器・器官レベルからのアプローチ（かいぼう
がくてき人間学）を、特殊性を考えつつみていく。

　できるだけ誰でもわかるように細胞や
器官を紹介していく。特に、世間で流布
されている細胞や内臓や体に関する「う
わさ」の類が本当かどうか、明らかになっ
ている範囲で紹介する。３７兆ともいわ
れる細胞から成る自分の体を少しでも知
りたい人に受講してもらいたい。また、
頭の中にある細胞や体のイメージを、受
講生の間で紹介しあう時間も持ちたい。
　試験は少々こむつかしいかも知れな
い。

○

科学史 工 大西　琢朗 後

　科学の歴史は、事実や法則の発見の歴史であ
ると同時に、それらを発見し確かめるための「方
法」の歴史でもあります。現在ではそうした「科
学的方法」こそが、知識の客観性を保証する絶
対的な基準のように考えられていますが、じっ
さいにはそれらはある特定の時代の特定の場所
で生み出された、歴史的で偶然的な存在でもあ
ります。また、科学と言っても一枚岩ではなく、
そこには異なる起源と発展経過をもつ複数の流
儀（スタイル）が並存しています。この講義では、
そうしたスタイルのいくつか（具体的には、確
率、実験、統計）の歴史を概観し、それを通じて、
科学の客観性と歴史性・多元性とのあいだの微
妙な関係について考察します。

　ひとは既存の枠組みを完全に離れても
のを考えることはできませんが、歴史
を学ぶことで、そこから少し自由になれ
るように思います。科学や数学について
の知識はとくに前提しませんので、どう
ぞ気軽に積極的に授業に参加してくださ
い。

○ ○

環境問題と
持続可能な社会 工 山田　悦 前

　日本ならびに地球規模での環境問題の経過と
現状を述べ、求められる持続可能な社会に向け
ての取り組み、特に私たちのライフスタイルの
見直しの必要性について議論を深める。講義の
内容としては、公害問題、地球環境問題、環境
倫理、自然生態系の保全、持続可能な社会への
取り組みなどを取り上げる。
　また、受講生に環境問題を自分たちの問題と
しての当事者意識を持ってもらうよう促してい
きたい。

　環境問題の全体像を把握した上で、環
境問題の背景・原因を理解し、合わせて、
自らの日常生活と環境問題のかかわりを
知り、可能な限り環境問題を解決するた
めに行動を起こしてほしい。特に、資源・
エネルギー問題や自然共生社会への関心
を深めてほしい。

○ ○

食と健康の科学 府 東　あかね 
食保健学科教員 前

テーマ：食と健康
　日本人の食と健康の現状を栄養学、食品学、
食品安全性学、食事学、健康科学の観点からオ
ムニバス形式で概説する。
　わが国及び世界の食と健康の今後の在り方に
ついて考察する能力を養うことを目標とする。

　京都府立大学食保健学科教員による講
義を行います。学生は、食と健康に関す
る知識を修得するだけでなく、良い食生
活を実践する能力と、それを周囲に広げ
る能力を身に得ることを目的とします。
関心のあるテーマについてレポートを作
成し、最終回は輪読と討論を行います。

◎ ○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

キャンパス
ヘルス概論 工 荒井　宏司 前

　健康の意義を学び、肉体的、精神的な自らの
健康を創造することをサポートする。 最新の医
学に基づき、これから学生生活において、また
社会に出てから遭遇するであろう様々な疾病に
関する正しい知識を身に付ける。
　誰もが一つずつ持っている「人体」は、すぐ
手の届くところにある現代科学のフロンティア
である。自らの身体で「科学する心」を学び、
巷にあふれる誤った健康情報に対する耐性を身
に付けることも目的とする。

　これから始まる大学生活を実り多いも
のにするためには、まず諸君自らが健康
であらねばなりません。この講義では、 
最新の医学に基づき、これから皆さんが
出会うであろうさまざまな病気に関する
正しい知識を身に付け、巷にあふれるト
ンデモ健康法に対する耐性を持ってもら
おうと思っています。

○ ○ ○

時間生物学特論 
（3 回生以上〈修
士課程大学院生

を含む。〉）

医 八木田 和弘
集
中
・
夏

　生物は約 37 億年前に誕生してから地球の自
然環境に適応することで繁栄を遂げてきた。そ
の過程で、地球の自転により生ずる昼夜のサイ
クルを正確に予測するシステムとして、自らの
体内に精巧な『時計』を作り上げた。この日周
性変化を予測する生物装置が『体内時計』である。
　バクテリアからヒトを含む哺乳類に至るま
で、地球上のほとんどの生物に『体内時計』が
備わっており、生体機能の『概日リズム』を発
現させている。本集中講義では、体内時計の
基礎から疾患との関連まで体系的に議論する。 
※ 3 回生以上（修士課程大学院生を含む。）を対
象

　『体内時計』ってなんだ？最近テレビ
や雑誌などでもよく目にするようになっ
た『体内時計』。生命の神秘を感じる話
題から、睡眠や食事のタイミングといっ
た身近な話題まで、『からだの時間』を
科学します。

○ ○

エネルギー科学 工 林　康明 前

　エネルギーの需給は環境問題と関連して人類
の大きな課題となっており、総合科学として取
り組んでいく必要がある。授業では主に、エネ
ルギーの物理的な理解からはじめて、一次エネ
ルギーとしての様々な発電方式や、二次エネル
ギーとしての貯蔵・輸送方法に関する工学につ
いて学ぶ。同時に、環境と生産活動を両立させ
るにはどのような手段を取るのが適当なのかに
ついても考える。また、ものごとを科学的に捉
えて事実を客観的に判断することとはどのよう
なことか、さらに人類の未来を考えたときに現
代に生きる私達はどのような方向で進むのが適
当なのかなどについても議論を行う。

　産業革命以降、科学技術の発展ととも
に人類は豊かな社会を築いてきました
が、２０世紀後半から様々な課題が現れ
てきました。環境や安全と両立しながら
エネルギーの供給・利用を進めていく方
法について、いろいろな見方が世の中で
は交錯しています。こうした中で、客観
的で公平な態度で臨むには、まず科学的
に真理や事実を知って理解することが重
要です。しかし、科学・技術の知識だけ
で明確な結論を出すことが難しい場合が
多く、選択は私達に託されます。

○ ○ ○

現代科学と倫理 府 岩崎　豪人 前

　現代科学にかかわる様々な倫理的な問題を考
える。科学技術倫理の基本的な考え方を学びな
がら、現実の問題への倫理的な対応を考える。
現代社会は科学技術の様々な恩恵を享受してい
るが、一方で、その危険性も顕在化し、科学技
術に対する不安も大きくなってきている。身近
な技術的製品のリスクから、社会を変えていく
科学技術まで、根本的な所までさかのぼって、
問題をとらえ直し、吟味、検討を行う。具体的
な問題を取り上げながら、当たり前に思ってい
ることが、実はそうではないことを認識し、社
会への理解と自分への理解を深める。

　講義形式で基本的な論点は整理しなが
ら、具体的な問題を議論します。倫理的
な問題を考えていくには、自分の感覚だ
けでなく、他の人の感じ方や意見も知り
つつ、どうしていくべきかを考える必要
がある。授業中に自分の意見を言えるよ
うに、積極的な授業参加を期待します。

○

各科目概要
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

医学概論 
（2 回生以上） 医 奥田　司 

ほか

後
（
午
前
）

　わが国で西洋と同等の高等医学教育が開始さ
れたのは、明治維新のころ、東京帝国医科大学
にくわえて、京都府立医科大学の前身である京
都府医学校（京都療病院）を含めたいくつかの
府県立の医学校が誕生して以降のことでした。
今では、82 校の大学医学部 / 医科大学が存在し、
医学の進歩に貢献するとともに国民保健・地域
医療を支えています。本講は、京都府立大学と
京都工芸繊維大学の 2 年次以上の上回生を対象
とし、現代の医学部教育について紹介する目的
で開講されました。基礎医学、社会医学、そし
て臨床医学の各医学科講義から抜粋した講義を
シリーズ化し、歴史背景や最先端医学上の課題
について概説します。もって、医学系以外の学
生諸君に医学教育課程への理解を深めていただ
き、大学間の相互交流に寄与することをその目
的としています。
 
※ 2 回生以上の工繊大・府大生を対象

　健康の増進や疾病の理解と制御を取り
扱う「医学」は、人類が幸せな生活を追
求するうえで必ずどこかで関係を持つこ
とになる実学でもありますが、その実際
を正式な教育機関で学ぶ機会はきわめて
限られています。この授業では、最新の
臨床課題や最先端医学研究に携わる医大
の教員たちが、オムニバス形式でその取
り組みをできるだけわかりやすく解説し
ます。幅広い専攻分野の学生諸君の聴講
を期待します。

○

《京都学）

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

京都の自然と
森林 府

高原　光 
池田　武文 
中尾　史朗 
平山貴美子 
三好　岩生 
松谷　茂

前

　京都府の自然および環境問題などについて、
リレー方式で講義を行う。
　まず、京都府の自然の構成要素である地形や
気候などについて解説し、現存植生との関係や
森林の特徴、京都の代表的な植生などについて、
また、鳥や昆虫と森との関係人との関わりによ
る歴史的な変遷などについて解説する（授業計
画 1-9）。さらに、病虫害や鳥獣害、災害などに
よる森林の衰退などについて解説する（授業計
画 10-15）。受講生は，これらの講義から，京都
府の自然がかかえている様々な環境問題につい
て，私たち自身の問題であることを，社会との
関わりの中で考えてほしい。

　この講義で取り上げたテーマは、日々、
京都の新聞やテレビなどでも関連する話
題が扱われます。それらを注意して読ん
だり見たりするとより深く理解できる
でしょう。また、皆さんの身近なところ
で起こっている自然の事象を扱いますの
で、普段は気にしていないことに気づく
きっかけになるかもしれません。講義で
扱った身近な自然を実際に体験すること
は，さらに自然の理解につながることで
しょう。

○

京都の農林業 府 寺林　敏 
ほか 後

　わが国の農林業の概要とその中における京都
の農林業の特徴とについて、リレー方式で概説
する。
　一千年以上もの間、都であった歴史的古都ゆえ
に、伝統的に蓄積されてきた技術と文化に基づく
農林業と、新しい技術と生産方式の下で再編成さ
れる現代の農林業との 2 つの側面を明らかにし
て、長期的視点でわが国と京都の農林業を見つめ
直すための教養を身につける講義である。

  7 人の教員が担当する授業であり、全
体像を理解するためには、復習が必要で
ある。
　成績評価は、各教員による小テストと
出席状況に基づき行われる。

○
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科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

京都の防災と
府民 機

石田　昭人 
松岡　京美 

ほか
後

　地震災害、津波災害、風水害、火山災害、雪
害など、個人では対処できない被害の脅威にさ
らされている日本において、防災、減災、生活
再建、地域復興などの被災がもたらす問題の解
決は公共政策の重要な課題である。これらの防
災関連の対応策は、ハードからソフトまでを含
む広い領域にわたる。防災はまさに学際的な領
域であり、この授業は、災害の歴史、木造文化
財の耐震、防災地図情報、災害時の看護、災害
対応政策などの多彩な内容で構成される。京都
府は、由良川や淀川水系の河川氾濫、花折断層、
山田断層など多くの活断層、あるいは福井県の
原発など、災害が府民にとって身近な問題であ
り、阪神・淡路大震災や東日本大震災の教訓が
どのように生かされるかは重要である。この授
業は、学際的な視点から自然災害の脅威とそれ
への対応策を知る機会を学生に提供し、学生自
らが考える契機となることを目標としている。

　東日本大震災の生々しい記憶は私達の
心に深く刻み込まれいますし、東南海地
震の危険性も度々指摘されており、私達
は心のどこかで大災害を意識してきたは
ずです。しかし、時間の経過とともにそ
の意識は薄れ、ともすれば、大災害が明
日は我が身に降りかかってくる可能性が
あるということを忘れがちなのではない
でしょうか。この講義は、三大学教員を
はじめとする色々な分野の専門家が、「防
災」をキーワードに、いずれ襲ってくる
であろう大災害の被害をいかに防ぎ、ま
た減じることができるかを学び、また、
一緒に考えていただこうという趣旨で企
画しました。学生時代だけではなく、皆
さんの将来へ向けて、是非とも受講して
いただきたいと思います。

○ ◎

《リベラルアーツ・ゼミナール》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

製品の機能から
科学を学ぶ

（リベラルアーツ・
ゼミナール） 

（旧リベラルアーツ・
ゼミナールⅧ）

機 石田　昭人 後

　身近な製品の機能を切り口として、その背景
となる物理 ･ 化学 ･ 生物学的な重要事項を理解
し、最先端科学に触れることで、知的好奇心と
グループ活動能力を育成する講義である。「硬
い」、「光る」、「くっつく」、「伸びる」、「通す」、「分
ける」、「吸い込む」といった機能を身近な製品
や商品から探し出し、自らの手と頭を駆使して
対象とする製品や素材の機能、その背景となる
最先端科学について調査する。グループワーク
による科学技術情報の収集と議論、発表の技法
の修練を通して、受講者のポテンシャル向上は
もちろん、三大学の学生が共に高め合う関係を
創り上げていきたい。
　文系理系学部学科を問わず、知識の獲得に対
して強い快感を感じることができる意欲的な学
生の受講を期待する。2 回生以上の受講も歓迎
する。

　メガネや保温マグカップは何で出来て
いる？と聞かれて「金属」、「プラスチッ
ク」しか出て来ないのでは？「ヒートテッ
ク」はどうしてあたたかいの？「縫合糸」、

「人工靱帯」、「傷口にくっつかないガー
ゼ」は何でできてる？「光ファイバー」
はどうやって光を運ぶ？「集成材」はど
うやって作る？「水中コンクリート」っ
てどうして固まるの？皆さんは答えられ
ますか？素材の名前や性質、製品機能の
原理を知っていれば安心安全安上がりな
生活ができますし、最先端の科学技術に
触れることができます。こんな面白いこ
とを放っておく手はありません。さあ、
一緒に知の世界を探求しましょう。

○ ○

各科目概要
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《リベラルアーツ・ゼミナール》

科目名 大
学 担当教員 学

期 科目の概要 学生へのメッセージ
授業目的区分
A B C

意外と知らない
植物の世界

（リベラルアーツ・
ゼミナール） 

（旧意外と知らな
い植物の世界）

機 松谷　茂 
ほか 後

　多種多様な植物を、文系と理系の複数の教員
がリレー講義を行うことによって文理横断の内
容を多角度から展開し、植物に対する認識を新
たに形成する。
　文系ではイギリスの歴史・文化や日本の文
化、とりわけ美術・文学に登場する文様を含
めた植物表現について西洋と比較また、日本庭
園や日本建築における植物について論考。理
系では植物や植物園に関する知識、また人間
生活との関係性から染料や薬草あるいは動物
とのかかわりなどについて論考し展開する。 
大学に隣接し日本トップクラスの植物を保有す
る京都府立植物園を教育活動実践の場として
フィールドワークの観察を行い、植物の持つ不
思議や謎を追及する中、その生きざまや死にざ
まについて思索する。
　このような学習の過程では、共通の植物
を介して教師と学生、あるいは学生同士の
interactive な討論が期待できる。例えば植物を
歴史・文化的観点から捉えた場合、時代・地域・
社会によりその意味付けが変化していくことが
理解できる一方、理系では、植物をサイエンス
の対象として捉えるなど、文理の視点の違いを
相互理解し、異分野の学生同士が交流しながら
多角的な見方を獲得することにより、学問向上
の発展につなげていくことを目指す。

[ 松谷 ] 植物観察の秘訣は、不思議と謎
を感じること。『現場が教科書』、を実感
しましょう。
[ 後藤 ] 私たちは動物です。植物との関
わりを学習し、生物学的多様性を理解し
ましょう。
[ 野口 ] 身近にある植物にまつわる物語を
知って、世界への扉をまたひとつ開こう。 
[ 浦川 ] １．衣服を染める天然染料の多
くは植物由来です。天然染料について知
ろう。
２．海藻と海草はちがうのか？
[ 市川 ] 写真を用いて様々な植物を観察
してみましょう。見方のルールを決めて
撮影することで普段は気づかない植物の
一面が見えてくるかもしれません。
[ 井戸 ] 古くから日本では植物を象る美
術作品が多く作られてきました。そのよ
うな形象の制作背景を探っていきましょ
う。

○ ○ ○

レーザで測る、
創る、楽しむ

（リベラルアーツ・
ゼミナール）

機 播磨　弘 前

　1950 年代の発明以後、レーザは著しい進歩
を遂げ、社会生活に不可欠な基盤技術として確
立した。ここではその歴史や動作原理を復習し
たあと、産業・日常生活の色々な分野でいまど
のように活用されているか見てみよう、またそ
の未来を予想してみよう。
　ゼミ形式で講義を進める。受講生が自ら調査
した結果をあわせて皆で対話しながら以下のよ
うなテーマで楽しく学びたい： (1) 作り方…レー
ザはどんな光？ その歴史、原理と種類。(2) 情
報を記録する、送る…DVD、スキャナ、光通信。
(3) レーザで芸術…プロジェクタ、ディスプレイ。
(4) レーザで工作…切削加工、3D プリンタ。(5)
レーザで測る…顕微鏡、分光分析、3D 観測、天体・
地球観察。(6) レーザと医療…手術と美容、医療。
(7) 究極応用？…核融合、レーザ冷却、レーザ兵
器。(8) レーザにかける夢。

　レーザは発明以来、比較的浅い歴史に
もかかわらず我々の日常生活の幅広い分
野に深く入りこんできている重要な基盤
技術です。この授業では毎回テーマを具
体的に絞って、文系・理系を問わずどの
分野の受講生さんでも、自ら調査して討
論に主体的に参加できるような分かりや
すい双方向の授業をめざします。

○ ○
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Ｑ＆Ａ

教養教育共同化とその実施方法について
Ｑ１．教養教育共同化とはどういう取組ですか。
Ａ．三大学は個々には規模が小さく、各大学で提供できる科目には限りがあるため、各大学の強みと特徴を
生かした科目を提供しあい、学生の科目選択の幅を広げ、学習意欲を一層高めることをねらいとした取組で
す。また、文系、理工系、医学系の専門分野や将来の志望の異なる三大学の学生が授業で混在し、多様な視
点や価値観を交流して、一緒に学ぶ学修空間を創り出すため、学生参画型の授業を広げていくことも目指し
ています。

Ｑ２．カリキュラムにはどのような特徴がありますか。
Ａ．各大学からその強みと特徴を生かした科目が提供されているほか、学生同士が交流し、共通のテーマで
対話し議論する力を育む「リベラルアーツ・ゼミナール」や、京都という地の地域的、歴史的、文化的特色
を生かした多彩な「京都学」科目が特色です。また、上回生を対象とする高度教養教育科目や、府立植物園
など周辺施設と連携した科目もあります。

Ｑ３．共同化科目の授業はどのように行われていますか。
Ａ．三大学の学生が一緒に学べるようにするため、三大学の学年暦をそろえ、月曜日に共通の時間割で共同
化科目を提供しています。なお、一部の科目は夏期、冬期等に集中して開講しています。所属大学で履修の
登録を行い必要な調整を行った後、所属大学から履修の決定をお知らせします。

Ｑ４．授業は「稲盛記念会館」で行われるのですか。
Ａ．府立大学下鴨キャンパス敷地内の教養教育共同化施設「稲盛記念会館」にて開講されます。このほか、
内容によっては府立大学の講義室や京都学・歴彩館、京都工芸繊維大学などで開講される科目もあります。

履修方法や成績評価について
Ｑ５．共同化科目の単位は、どのように扱われるのですか。単位互換制度とは違うのですか。
Ａ．「共同化科目」は、学生が所属する各大学において、自大学の科目として単位認定を行います。なお、「共
同化科目」以外にも三大学では、単位認定数に上限がありますが、単位互換制度も設けていますので、この
制度も活用してください。

Ｑ６．定員をオーバーして履修希望があったらどうするのですか。
Ａ．マスプロ教育とならないように、各授業に定員を設けています。定員オーバーした場合は、やむなく抽
選により決定しています。毎年、前年度の履修状況を参考にして少しでも希望が通りやすくなるように抽選
方法を工夫、改善しています。質問や議論を通して、クラスの人数があまり多くないことのメリットを活か
してもらえれば幸いです。

Ｑ７．成績評価はどのように行われるのですか。
Ａ．成績評価は科目の内容に応じて、期末試験だけではなく、宿題やレポートなど、さまざまな方法が採ら
れています。一つの科目内で、これらを組み合わせた多面的な評価を採用している科目もあります。詳細に
ついては各科目のシラバスをご参照下さい。

Ｑ８．他大学の先生が担当する科目を履修しても、成績評価などで不利益が生じることはないのですか。
Ａ．不利益はありません。
成績評価は教員および学生の所属に関係なく公正に行われており、受講者が担当教員の所属大学と異なるあ
るいは同じことによる不利益や利益はありません。三大学共同化教養教育では文系理系や将来の専門分野が
大きく異なる学生達が一堂に会するわけですが、包括的で公平な成績評価がなされていることが過去の実績
からもわかっています。
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文系学生の理系科目履修について
Ｑ９．文系の学生にとって、理系科目は不利にならないのですか。
Ａ．不利にはなりません。
そのような話が学生の間であることは耳にしますが、文系学生が理系科目を受講する際の成績評価で不利に
なったり、あるいは逆に優遇されることはありません。教養というのは表層的な知識の受容ではなく、本質
の理解や主体的な考察能力に基づくものであると思われます。その意味では高校までの勉強から脱却するこ
とのほうがはるかに重要であると思われます。

Ｑ１０．文系の学生が「人間と自然科目群」にある科目を受講しても、授業についていくことができますか。
Ａ．可能です。もちろん、あらゆる科目についてそうであるように、履修のための学習努力は不可欠です。
文系の学生が自然科学系の講義を受講したり、理系の学生が人文系の講義を受講する際には確かにそのよう
な不安が頭をよぎりますね。実際、これまでの教養教育では文系の学生が自然科学系の講義を一つとして受
講していないといった残念な状況がありました。教養教育に関する学生との意見交換会でその事実を知った
時には心底驚愕するとともに深い落胆を禁じ得ませんでした。私達が三大学の教養教育を構築するにあたっ
て最も留意したのは皆さんが自らそのような壁を作ってしまう可能性を取り除くことです。担当教員は専門
分野の異なる学生の受講を前提として科目を設計し、教育を実践しています。私は理系の教員ですが、教養
教育で受けた東洋文学や国文学の先生方の格調高く奥の深い講義はその後の人生における大きな糧となって
います。文系の皆さんが理系科目を、理系の皆さんが文系科目を受講することは極めて大きな意義を持ち、
それは教養教育共同化の理念の根本でもあるのです。ご自身の将来の専門とは全く分野の異なる科目を勇気
をもって是非とも受講していただきたいと私達は切に願っています。

上回生科目について
Ｑ１１．上回生向け共同化科目とは、どのような目的で設けているのですか。
Ａ．専門教育のみに偏ってきたこれまでの大学教育に対する反省から教養教育の重要性が社会的に認識され、
とくに、大学院を含めた高学年における教養教育の充実が強く求められるようになってきました。さらに、
CAP 制の導入によって、これまでしばしば見られた低学年で教養科目の単位を全て取得してしまうといっ
たことが困難になっています。私達もこのような状況に対応して上回生向けの講義を準備してきました。現
在開講されている科目は 8 科目です。これらの科目については開講時間も月曜午後に限定せず、月曜午前に
も開講されています。

共同化施設と関連施設について
Ｑ１２．「稲盛記念会館」の 1 階と 2 階にある自習室の利用時間を教えてください。
Ａ．利用可能時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）の７：３０～１８：００です。

Ｑ１３．三大学の学生は、京都府立植物園に無料で入場できると聞きましたが、手続きは必要ですか。
Ａ．無料で入園できます。植物園入り口で学生証を提示して下さい。
稲盛記念会館南側にある「北泉門」からの入場をお奨めします。植物園は生きた知の宝庫で、文系理系を問
わず活用できる貴重な学びの場です。これほどの規模と内容を誇る植物園に隣接している大学は全国的に見
ても他にありません。春夏秋冬、見所が沢山ありますから昼休みや放課後など、気軽に訪れて下さい。
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科目の種類や構成について
Ｑ１．もっと将来の専門科目につながる教養科目を増やさないのですか。
Ａ．これはなかなか難しい問題です。その考え方を拡大解釈すると、教養科目を専門基礎、すなわち、専門
科目を受講するための入門科目と位置づけ、その受講を前提として専門教育のカリキュラムを構成すること
に繋がりかねないからです。授業時間が限られている中で専門教育を充実させる手段として教養教育を利用
しようという考えですね。いうまでもなく、それでは三大学教養教育の趣旨を全否定することになってしま
います。文系理系を問わず、将来幅広い専門分野に進む皆さんにとって、後々「専門外だからこそ受講意義
があった」と思ってもらえるように、科目の概念をしっかりと考え構築していくことが必要だと考えていま
す。

Ｑ２．多彩な教科が用意されており、先生の話を聞いていると本当に専門家なんだなと感じられて、大学生っ
てすごい体験できるんだなと思いました。１コマにとりたい教科が複数あるくらいです。望むのは、授業の
質を担保しつつ、様々な学問分野をカバーし、学生が選びたいものを選ぶことのできるラインナップです。
Ａ．大学の講義を受講して、改めて大学と高校の大きな差、「学生」と「生徒」の大きな差を共に実感され
たのではないでしょうか？私達大学教員は皆さんが自ら主体的に学ぶ姿勢を育むとともに、その学びをアシ
ストすることを念頭に、基礎的な内容であっても、最先端の研究成果や高度に専門的な内容を交えて講義を
組み立てていきます。そういった中から、皆さんが興味の対象を見つけ、自ら探求してくれることを私達は
願っています。受講したい科目が同じ時限に複数あるとの意見は少なからずあり、多彩な科目を準備するこ
とに努力してきた私達としても何らかの対応を講じるべきと考えています。その取組の一つとして、平成
29 年度からは月曜日の午前にも共同化授業を行っております。

Ｑ３．ゼミ形式の科目 ( リベラルアーツ・ゼミナール ) の定員が少なく抽選に外れてしまうので人数を増や
すか、科目を増やしてほしいです。
Ａ．ゼミナール科目は受講者数が一定以上になると運営が難しくなり、教育効果や満足度が確保できなくなっ
てしまいますので定員を 30 名以下に制限しています。この数字の根拠は概ね 6 名のグループを 5 つ程度作
ることを想定していることによります。これ以上グループメンバーが増えれば 1 人あたりの寄与の機会が少
なくなってしまいますし、グループ数が多ければ発表に時間がかかったり指導が行き届かなかったりするこ
とはご想像いただけると思います。しかし、ゼミナール科目を受講したことによる学生諸君の向上には大き
なものがあり、また、満足度も大きいので、新たな内容のゼミナールを企画したり、講義からゼミナールに
切り替えたりする方向で検討しています。

2 年次以降の履修について
Ｑ４．2 年次以降月曜に必修科目が入るため、共同化科目を履修できそうにないのですが、時間割に工夫は
できないのですか。
Ａ．理工系の学部では、学年が上がると、午後に実験・実習が入ってくることが多いので、特定時間に限定さ
れた共同化科目を履修することが難しくなりますね。また、医大の 2 年次以上の学生が履修することは実質不
可能です。CAP 制が導入され、高学年での教養科目の履修が求められるようになってきている中、こういった
問題は、我々も認識しており、対処の第一歩として授業枠を月曜の午前中に拡大しました。夏期・冬期の集中
講義で今日的なテーマに取り組むこともできます。一朝一夕に全てを解決することは難しいですが、対応を考
えていきたいと思います。

授業を受けた先輩学生のアンケートなどで寄せられた意見に対する回答です。
受講の参考としてください。
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三大学学生の交流について
Ｑ５．せっかく三大学で授業しているのに、他大学の学生と交流できる機会が少なくないですか。
Ａ．同様なご意見は多数いただいています。対話や議論重視のリベラルアーツ・ゼミナールは科目数が限定
されていますが、通常の講義科目であっても工夫次第で三大学の学生同士の交流を増やせると考えています。
例えば、数回に１回程度の授業をワークショップ形式にして、それまでの内容についてグループで議論した
り課題に取り組んだりするといったやり方も考えられます。そういった具体的な工夫の例を担当の先生方に
提案し、実施の検討をお願いしています。
　また、三大学の学生合同の講演会などの自主企画活動の支援も行っています。こういった機会を捉えて、
活動に参加してみる、あるいは活動を自分で企画提案してみる、といったチャレンジをすることによって、
三大学学生間での交流を深めることも可能です。まずは、話しかけてみることから始めてみましょう。

成績評価について
Ｑ６．もう少しいい評価をもらいやすい授業にしてほしい。
Ａ．よい評価をもらいやすい授業、の意味は２通りに解釈できると思います。一つは達成すべきことが明確
になっていて、それに沿った学習を進めることで、よい評価を得る方針が立てやすい授業という意味であり、
もう一つは、成績判定基準が甘く、だれでも高得点が得られる授業ということでしょう。前者については、
授業中に前年度履修者の試験解答やレポートの例を挙げて、なぜ高得点がついたのかを具体的に説明するこ
とが有効だと思います。授業の方法については、授業を担当する教員による「共同化科目担当者会議」でも
度々報告 ･ 議論されてきましたが、成績評価について、今後議題にしていきたいと考えています。
　一方、後者のような授業を望むのならば、それはおそらく的外れなものです。以前は受講者のほとんどが
優という科目も珍しくなかったようですが、そのような成績評価は、国際的に通用しない日本の大学教育を
象徴しているとの認識が広まりました。その反省をもとに、単位の実質化が強く求められるようになり、さ
らに、GPA が学習成果の尺度として一般的になってきたこともあって、厳密・公正な成績評価が不可欠になっ
ています。そもそも、GPA に学習成果の尺度の意味を持たせる以上、授業科目毎にいい評価をもらいやす
いかどうかという差異は存在してはならないはずです。存在すれば GPA を上げるためにそういった科目ば
かりを選ぶ学生が増え、大学教育そのものを根底から揺るがすことにつながってしまうのではないでしょう
か？古今東西、単に楽をして学習を達成した人はいないはずです。苦しさを乗り越えて主体的に勉強するこ
とが、自ずから「学ぶ喜び」につながり、将来の発展につながる糧となるのではないでしょうか。
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教養教育共同化施設「稲盛記念会館」のご案内

階段

階段

レストラン

出入口

メインキッチン

階段
EV

WC

階段

階段

WC
WC

WC

自習室1
（37人）

自習室2
（60人）

視聴覚室
（108人）

事務室

会議室

大廊下

大廊下

吹抜
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講義室
（99人）
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講義室
（99人）
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講義室
（99人）

201
講義室
（60人）
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講義室
（120人）

植物園駐車場

テニスコート
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体育館

本
館・合
同
講
義
棟

202
講義室
（60人）

203
講義室
（120人）
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講義室
（174人）
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講義室
（174人）

稲盛記念
展示室
メインホール

104
講義室
（196人）

講師控室

出入口 出入口

出入口

メイン出入口

EV

▼講義室6室

▼自習室（37人）

▼稲盛記念展示室

▼レストラン

▼事務室

・ 196 人 ：1室
・ 174 人 ：2室
・ 99 人 ：3室

▼講義室11室

▼自習室（60人）

▼視聴覚室

・ 120 人 ：3室
・ 99 人 ：3室
・ 60 人 ：4室
・ 36 人 ：1室

教
養
教
育
共
同
化
施
設

「
稲
盛
記
念
会
館
」

京
都
府
立

京
都
学・歴
彩
館

下
鴨
中
通
り

松ヶ崎北山

北
大
路

北山通

北大路通

烏
丸
通

地
下
鉄
烏
丸
線

下
鴨
中
通

賀
茂
川

下
鴨
本
通

市バス「北山駅前」

市バス「府立大学前」

▼

正門

京都コンサートホール
京都府立 京都学・歴彩館

北

京都府立
植物園

京都府立大学

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」

WC

階段

正門

207
講義室
（60人）

206
講義室
（99人）

205
講義室
（99人）

204
講義室
（99人）

211
講義室
（36人）

210
講義室
（120人）

209
講義室
（60人）

府民利用・学生交流フロア

学生講義室フロア

研究等フロア

医大研究室、化学実習室、生物学実習室、物理学実習室、実験準備室、コンピューター室、研究ゼミ室（16人：3室）等

京都府立大学下鴨キャンパス
京都市左京区下鴨半木町 1番 5

京都府立医科大学下鴨キャンパス
京都市左京区下鴨半木町 1番 5　教養教育共同化施設「稲盛記念会館」内

1階

2階

3階

〈周辺地図〉
●JR京都駅 阪急烏丸駅から
　地下鉄烏丸線「北山」下車　1番出口から南へ徒歩5分
●京阪出町柳駅から
　市バス　　　「府立大学前」下車　徒歩5分1
●JR二条駅から
　市バス　　　「府立大学前」下車　徒歩5分206
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２０１９年度 共同化科目開講時間割

前　期
科目群

曜日・コース 人間と文化 人間と社会 人間と自然

月

曜

2 
10:30 ～12:00

フランス語圏の文化とジャポニスム
( ※２回生以上）( 工・吉川順子）
映画で学ぶドイツ語と文化
( ※３回生以上 )( 府・青地伯水）

3 
12:50 ～14:20

日本近代精神史（工・伊藤 徹）

社会学Ⅰ（府・井口 暁）
物理学Ⅰ（府・伊藤秋男） 国際政治（府・依田 博）

法学（工・北村幸也）
現代教育論（工・塩屋葉子） 

生物学概論Ⅰ（工・疋田 努）

京都の歴史Ⅰ（府・菱田哲郎ほか）
現代京都論（府・大島祥子）
現代社会に学ぶ問う力・書く力 a（リベラル
アーツ・ゼミナール）( 機・児玉英明） 環境問題と持続可能な社会（工・山田 悦）

4 
14:30 ～16:00

日本史（工・鬼頭尚義）
人文地理学Ⅰ（医・古関大樹）

化学概論Ⅰ（工・三木定雄）
人と自然と数学α（工・峯 拓矢）

日本文学Ⅰ（医・早川久美子） 生物学的人間学（医・小野勝彦ほか）
食と健康の科学（府・東あかね ほか） 

美と芸術（工・三木順子）
近代京都と三大学（機・宗田好史ほか）

キャンパスヘルス概論（工・荒井宏司）

京都の文学Ⅰ（府・安達敬子） レーザで測る、創る、楽しむ ( リベラルアー
ツ・ゼミナール）（機・播磨 弘）

5 
16:10 ～17:40

比較宗教学（工・長岡徹郎） 心理学（工・大谷芳夫） エネルギー科学（工・林 康明）

アジアの歴史と文化（府・岡本隆司） 現代社会とジェンダー（府・中根成寿ほか） 現代科学と倫理（府・岩崎豪人）

西洋文学論（工・山下大吾） 現代社会に学ぶ問う力・書く力 b（リベラル
アーツ・ゼミナール）( 機・児玉英明） 京都の自然と森林 （府・高原 光ほか）

後　期
科目群

曜日・コース 人間と文化 人間と社会 人間と自然

月

曜

1 
8:50 ～10:20

医学概論 ( ※２回生以上の工繊大・府大生
が対象）（医・奥田 司ほか）

2 
10:30 ～12:00

映画で学ぶ英語と文化 ( ※３回生以上）
( 府・出口菜摘） 経営哲学（リベラルアーツ・ゼミナール）

（※２回生以上）（機・児玉英明）資料で親しむ京都学 ( リベラルアーツ・ゼミナー
ル）( ※２回生以上）（機・藤本仁文ほか）

3 
12:50 ～14:20

哲学（工・伊藤 徹）
社会学Ⅱ（府・山本めゆ）

生物学概論Ⅱ（工・疋田 努）宗教と文化（医・田中純子）
東西文化交流史（工・齊藤茂雄） 政治学（工・竹本知行）

文芸創作論（医・藤田佳信） 医史学（医・八木聖弥） 科学史（工・大西琢朗）

京都の歴史Ⅱ（府・小林啓治ほか） 京都の経済（機・小沢修司） 製品の機能から科学を学ぶ（リベラルアー
ツ・ゼミナール）（機・石田昭人）

京の意匠（工・並木誠士） 社会科学の学び方（リベラルアーツ・ゼミ
ナール）( 機・児玉英明）

意外と知らない植物の世界（リベラルアー
ツ・ゼミナール）（機・松谷 茂ほか）

4 
14:30 ～16:00

ヨーロッパの歴史と文化（府・阿部拓児ほか） 人文地理学Ⅱ（医・古関大樹） 人と自然と数学β（工・朝田 衞）
ラテン語（医・松本加奈子 ) 現代社会と心（府・石田正浩） 人と自然と物理学（工・萩原 亮ほか）
日本文学Ⅱ（医・早川久美子） 環境と法（工・須田 守）

京都の防災と府民（機・石田昭人ほか）京都の文学Ⅱ（府・本井牧子）
京の産業技術史（工・山田由希代）

科学と思想（リベラルアーツ・ゼミナール）（工・林 哲介）

5 
16:10 ～17:40

西洋文化論（工・山下太郎） 経済学入門（工・人見光太郎） 化学概論Ⅱ（工・石川洋一）
日本近現代文学（工・佐藤貴之） 生活と経済（府・小沢修司） 地球の科学（工・酒井 敏）
英語で京都（※３回生以上）（府・山口美知代） 食環境をめぐる国際社会と日本α（府・宗田好史） 京都の農林業（府・寺林 敏ほか）

集 中 開 講 

夏　期

現代イスラーム世界の文化と社会
（リベラルアーツ・ゼミナール）（機・田村うらら）
（8 月 16 日　2 ～ 5 コース、17 日　1 ～ 4 コース）

発達心理学
（医・小川恭子）
（9 月 3 日～ 5 日　各 1 ～ 5 コース）

生命科学講話
（府・塚本康浩ほか）
（8 月 26 日～ 28 日　各 1 ～ 5 コース）

感性の実践哲学
（リベラルアーツ・ゼミナール）（機・桑子敏雄）
（8 月 19 日～ 20 日　各 2 ～ 5 コース）

世界はいま
（リベラルアーツ・ゼミナール）（機・脇田哲志）
（9 月 7 日　1 ～ 4 コース、8 日　2 ～ 5 コース）

時間生物学特論
（※ 3 回生以上（修士課程大学院生を含
む。））（医・八木田和弘）

（9 月 3 日～ 4 日　各 1 ～ 4 コース）

二
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